2012年に向けて
ロバート・モンローとモンロー研究所
意識の変容状態､体外離脱(体脱)現象に関する研究の第一人者｡今世紀最高の体脱能力者｡
1958年の偶発的な体脱体験を契機に人生観が一変し､71年にはモンロー研究所を設立｡音響システム｢ヘミシンク｣を用いた左脳・右脳の同調による､体脱や臨死体験､高速学習など人間の意識拡張の研究に20年以上にわたり従事｡1995年3月死去｡
著書：
『体外への旅』
【目次】
それは驚きで始まった/調査・探求 /始まった証拠集め 

ロカールⅠ /ロカールⅡ /ロカールⅢ(反転イメージ) 

死後の人々との出会い /聖書に従えば 

私を助けてくれるのは誰？ /知的動物 

予知の始まり /つじつまの合わない事例 

｢第二の体｣ 

意識と超意識 

｢第二の状態｣での性 

体外離脱のための予備練習 

体外離脱のためのプロセス 

体外離脱を客観的に分析する 

体外離脱を統計的に分類する /結論に代えて 

仮説：基本原理か？ /エピローグ 

『魂の体外旅行』
【目次】
第１部　近距離到達
通い慣れた道
／ヘミシンク､その他／ゲートウェイ・プログラム／探検第一チーム／新しい結びつき／セグェ
第２部　遠距離到達
調査と綿密な計画構成／接触点／虹の航路／新たなる友人との邂逅／救助任務／伝聞証拠／ショック療法／一回の簡単なレッスン／約束された計画／大集合／エピローグ──最終ゲーム
＜付録＞体脱体験──最も頻繁に問われる質問とその答え／ロバート・A・モンローの体脱体験の精神生理学／体脱体験──現象学 

『究極の旅』

【目次】
第１章　異変　/第２章　長い､長い道程
第３章　インターステートを行く　

第４章　歓呼と別離
第５章　再検討と再編成　/第６章　内側と外側
第７章　ツアー・ガイド　/第８章　回想と総括
第９章　困難な道　　/第10章　同伴者
第11章　内面に向かって　/第12章　内側の内側
第13章　微調整　　/第14章　総和と部分
第15章　曲がりくねった長い道
第16章　通りすがりの風景　/第17章　さらなる仕事
第18章　新しい方向　/第19章　しばし休憩
ブルース・モーエン

非物質的な世界への好奇心からモンロー研究所におけるヘミシンクを使った体外離脱による死後の世界の探索を行ってきた｡その経験を｢死後探索｣シリーズとして出版｡
・コロラド州デンバーで技術コンサルタントとして働いていたが 現在はフロリダ州在住｡
｢死後探索マニュアル｣－2009年2月
・現在､ヘミシンクを用いないでモンロー研究所でいうフォーカス27のレベルまで到達できる独自の手法を開発し､ワークショップ開催｡2007年から来日してワークショップを開催｡
『死後探索１　未知への旅立ち』　2005.11
『死後探索２　魂の救出』

『死後探索３　純粋な無条件の愛』　2007.4.11
『死後探索４　人類大進化への旅』
藤崎ちえこ－日本人最初のモンロー研公認インストラクター

『魂の帰郷』　【目次】
光芒………脳波が上昇傾向にある
・地球の波動の変化
・人類が光の元に帰ろうとしている｡(ニューエイジ)
・近年地球の波動が変わり始めている｡
・脳波は地球や宇宙の｢波動の変化影響を直接受ける｣｡
・脳は宇宙に通じる｡
・脳は小さな宇宙｡－宇脳
・ADHD(注意欠陥性多動障害)の子どもが増えている｡
(発作波､脳波異常､脳波が高い､サイキックな能力)
光の本質に帰っていく時期が来た
・素晴らしいインスピレーションとガイドの存在
・物質界と非物質界

・不思議なエネルギーと｢ありがとう｣の感謝の気持

・物質を重んじる経済第一主義という幻想⇒肉体以上の光という｢エネルギーの存在｣であることを思い出す｡
・この光の存在に近づくことを｢アセンション｣と呼ぶ｡
(マクロな観点でのエネルギーの上昇変化の過程､周波数の意識の焦点の変化である－ケン・ウィルバー
前世の記憶を持ち生まれてくる子どもたち
・最近では多くの子どもたちが｢前世の記憶｣を持って生まれてきている｡
・この世界は様々な次元とつながっている(重なっている)
明晰夢と体外離脱との関係
・体外離脱すると明晰夢を見る頻度があがる｡
次元統合のカギは日本人！？

・本当に自分を愛せるのは自分｡本当に自分のことを知っているのは自分だけ
・アメリカでは統合失調症が多く日本では鬱病が多い｡
・物質以上の豊かさ､つまり内なる安らぎと喜びを取り戻す必要がある｡それには日本文化の内なる美を探究するという精神が大切

・日本人はこれからの世界統合と次元統合に際して大いに役立つと世界のスピリチュアリストから期待されている｡
いざ､モンロー研究所へ　他

狭義の体外離脱､広義の体外離脱

・体外離脱時のエネルギーは愛に満ちあふれている｡
・広い意味では肉体の中にいても体外離脱体験

・行き着く先では宇宙全体が自分､いわゆるワンネス
・ラジオのチューニングに似ている｡
・私たちは寝ている間に無意識で体外離脱を行なっている｡⇒記憶にとどまっていない｡
・複数のガイドに守られている｡
・ガイドに感謝する｡良いコミュニケーションをとる｡
遭遇………重要なのはセッション後の｢メモ｣
・不思議研究所の森田健が行き方などを詳しく紹介
・米国バージニア(アトランタで国内線乗換)のシャーロットビル

・実質5日間(6泊5日)ゲートウェイ・プログラムから

・脳は確実に変化

・私は宇宙です｡私はすべてであり何でもありません｡私はすべての人であり､だれでもありません｡
透視現象起こる
・リモート・ビューイング(透視)
・オーラ・リーディング

・ジョー・マクモニグル(透視能力者)
前世に遡り､トラウマを解消できることがある

・ガイドとコンタクト
・｢魂としての記憶｣と｢現生での記憶｣､膨大なデータ

・『死後体験』(坂本政道)､『前世療法』(ブライアン･ワイス)､アプライド･キネシオロジー

私たちは複数の魂からできている

・四次元以上では肉体を出るという感覚を持たなくても肉体の中にいながらにして異次元を体験できる｡
・バイ･ロケーション(一身二ヶ所存在のことである｡また､遠隔透視(リモートビューイング)の際に意識が体を離れ､透視対象の傍にあるように感じられる現象の表現でもある｡)マルチプル・ロケーション現象
・複数の魂に分かれることができる｡
・素晴らしい作曲家とピアニストの魂を合わせた魂の人の例

・一つの細胞を一人の人間に見立てると､社会は脳組織のようなもの｡それぞれが役割を負って全体の調和を守っている｡
空間を超えて伝わるエネルギー

・参加者の奥様(自宅)に皆でヒーリングエネルギーをおくると痛みを和らげることができた⇒エネルギーは空間を越えて伝わる｡
霊を怖がれば体外離脱しにくい

・意識下では気づかない怖れがあり､霊を過剰に怖れれば､欲しい霊的体験が遠ざかる｡
・妖精も楽しさを共感できる存在(エリザベス・キューブラー・ロスも体験『人生廻る輪のように』)
・子どものように素直に受け入れる心が大切

準備ができたときに必要は起こる
・初めて透視現象を経験したときのこと
セッション参加者のスピリットに会う

・セッション参加者のご主人の生霊からのメッセージを受け取る｡
・ユングの｢集合的無意識｣
次元が高くなると肉体は関係なくなる

・私たちは本質的にエネルギー体
挑戦………ついに寝ている自分を見ることに成功
・とてもよく知っているという感覚

木のドアを通り抜けてみる
・75％が経験済み
スピリットたちの会議

・寝ている間に次の行動や動向について会議
・これからの地球での生活は三次元､四次元､五次元が繋がる｡
・高次のビジョンを見てガイドなどから情報を受け取るという､広義の体外離脱能力が重要となるのでは？

ガイドはいつも話しかけている

晴れてモンロー研究所公認トレーナーとなる

・急速な変化が求められている
・地球の波動が急速に変化するとともに私たちの意識も変化を遂げ､光のように神々しく輝く自分を見つけなければならない｡1900年～2000年にかけての変化の量は2000年から2010年にかけえの変化の量に相当

・究極の目的は意識が覚醒することでガイドとつながり､あらゆるスピリットとつながり､宇宙とつながり､何より自分とつながり､最終的にいつでも｢私たちはつながっている｣という意識､つまりワンネスを抱くようになる｡
・多くの人が｢心｣に焦点をあてるようになってきた｡
・さらなる意識の覚醒と気づきを得る方向に進む｡
・意識が肉体､エーテル体(鋳型･設計図)､アストラル体(感情)､メンタル体(想念)､コーザル体(すべての原因を作りだしている)と上がっていき､最後に愛と力と叡智と意思によりワンネスの境地へと至る｡
・三次元～五次元の壁が薄くなってきているため､高次元からの情報をもっと受け取りやすくなる｡ネガティブな感情､想念を持つとそれが即反映され､自分に跳ね返ってきやすくなる｡
第七のチャクラが開かれ､ワンネス感覚を得る

・アセンションの過程において肉体的な変化が見られる｡－クンダリーニ
・チャクラのバランスを悪くしている｡
・チャクラが閉じられている原因は今生や過去世のさまざまなストレスやトラウマからくるもの

昇華………心の森研究所スタート
・2003.11月心の森研究所でモンロー研究所でゲートウェイ・プログラムと称されるコースの１/３を行なう｡
・｢ヘミシンク｣によって左右の脳波が同調し､左脳と右脳が統合されると直観力が働くようになり､次元上昇に繋がる｡
・地球は男性性に傾きすぎていた｡加速すると競争心や戦いを引き起こすことになる｡
・太古には女性優位だった時代もあった｡(？)
・女性性を強め､バランスのよい状態へ収まろうとしている｡女性の問題は､感情が優位になって自分の中心にいられなくなること｡そんなときは直観力が鈍る｡
・高次元とのつながりが螺旋階段のような光でつながり､それを上っていける時期がいまであり､これは2012年まで続くとされている｡今を逃すと次まで待たねばならない｡今この時期に光と愛に満ちあふれた世界で暮らすほうが素敵では？(アセンション)
・共時性(シンクロニティ)をあたりまえのように体現

ゲートウェイ・トレーナーの｢ある告白｣
・感謝の気持ち
プログラム参加者たちの体験談

大切な人を亡くした｢喪失感｣が癒される

・自分の心身が癒され､ヒーリング能力が身につくことも

クライアントの状況を見極めることが大切

忘れられた数々の能力

・オーラ・フィールドをきれいにする｡(高次元の光を自分のオーラ・フィールドに取り入れる瞑想､頭の上に光の玉を置きそれを頭頂から入れ､背骨を通らせ､足の裏まできたら放射状に体の外を包み込むようにその光を再び頭頂に上らせる…繰り返す)
・頭頂の部分が圧迫されるような感覚を覚える｡
・毎日寝る前に10分くらい

・受動的だけでなく能動的な能力も開花

・願いが叶う力に

・自分を信じる｡起こったことをただの偶然と思わずに大事にしてください｡あなたがハイヤーセルフに近づけば近づくほどその力はさらに強力に発揮される｡
・地球の一人でも多くの人たちが自分にその力があると信じて呼び覚まし､ポジティブに使うことで地球全体の波動が良くなる｡ポジティブなものに集中する｡
・ポジティブなものはエネルギーを蓄えて育つ｡
・きれいな風景､かわいらしい生き物､優しい人々､美しい魂､…それらに注目し称えることでそれらのものが増え集まってくる｡
・一度光に帰ろうと思うと私たちも一気に加速して上昇していく｡それとともに地球もきれいになり､人類と地球が互いのアセンションを助け合う｡
憎い相手もプログラムされた敵役
科学は全くもって万全ではない
・チャクラが開くときは左巻き

・チャクラが閉じるときは右巻き

・五円玉に細糸でわかる
最初に感謝すれば､願いはかないやすくなる
・アレルギーを持つ８歳以下の子どもは二人に一人
・地球はいまゴミ置き場同然

・ネガティブな感情や想いが場の周波数をゆがめ自分の脳の周波数と合わないため頭痛が生じることがある｡
・｢……になることを宣言します｡そのためのサポートをくださることに感謝します｡ありがとうございます｣
・モンロー研究所のアファメーション(自分宣言)
｢私は肉体以上の存在です｡そして､私は物質以上のものです｡だから物質界以上のものを感じることができます｡だから私は広がり､経験し､知り､理解し､コントロールして､このような偉大なエネルギーとエネルギーシステムを､私にとっても後に続く人にとっても有益で建設的なものとして使うことを強く願います｡
また､私は私と等しくもしくはそれ以上に優れた知恵と発達と経験を持つ人たちを手助けし､協力し､援助し､理解することを強く願います｡
彼らの導きと､このような私の願いを押しとどめるいかなる影響や原因からの守護を願います｣
・上からの広大な光が自分の中心に向かって下りてきて､さらに､自分の中心から下に向かって同じくらいの光を放射していくところを｡
・自分は中心にいて､上と下とのバランスがとれたときに本当の自分に帰れる､そしてその状態が｢空｣
・人間は空､つまり無欲無心になったときに願いを叶えられる｡
・胸のところがどんどん広がり､まさに宇宙を感じる｡
・グラビトン､プラーナ､次世代石油に代わる資源

・今生の自分の役割を知り､行なうこと｡これですべての人が無理なく幸せに成功する｡
・魂のレベルで受け入れられないものであったら､叶いにくい｡それは､真のあなたが喜ぶものではない｡
・魂にとってよくない選択をしている場合､大きな事件を起こすなどしてガイドが修正し､より速く成長して目的地までたどり着けるようにしているということが､最近特に頻繁に起こっているようです｡
・私たちがいま地球の大きな変化の時代に生きていて私たちも加速してすすまなくてならなくなっているからでしょう｡
・魂の願いに沿った願いを持つこと…これが願いをかなえる方法なのです｡
過去生での因果を清算しに来ている子もいる

・地球自体がいま劇的変革のときにある｡
・地球の波動が変化するとともに人の価値観が変わっていく｡いままでの常識が常識でなくなる｡
・子どもたちはこの地球の変化を手伝いに来ている｡
他人にとって良いことは自分にとっても良いこと

・クンダリーニ(悟りを得るために必要なシャクティ(性力))活性化を手伝うヘミシンク
・波動の変化とともによりよい心地､行動､食べ物､…

・幸せは無限にあり無限にやって来る｡
助け合う遺伝子

パワースポットは究極の｢癒しの地｣
・富士山の麓､阿蘇､沖縄諸島､ハワイ諸島､セドナとシャスタ山(カナダ)
・エサレンマッサージの一つ？スピリチュアル・マッサージ－カリフォルニア州サンフランシスコ､ビッグ・サー

・人間の基本は｢触れる｣こと

エネルギーがオーラとして見えていた時代

神の宿る地を育む水
場の浄化と心の浄化

・災害や大きな事件は浄化の過程
愛は循環するエネルギー

・スピリットは｢ルーシュ｣(あらゆる営みから生産されるエネルギー)というエネルギーを需要

・高次元になればなるほど､そこから送られてくるエネルギーは｢サトル(微細)｣なものですが､地球環境と同じく､私たちが排出するものが｢愛｣や｢感謝｣といった高次元から下ろされてくるものに近いエネルギーであると､リサイクルしやすいため､より環境がよくなると考えられるでしょう｡つまり､これが先述した｢願いをかなえる｣ことにつながるのです｡すべてのエネルギーは循環しています｡
自分の上に降り注ぐエネルギーをより高次から流れてくるものにして､好きなだけ､できるだけたくさん受け取ってください｡そして､それをたくさん周りに供給することであなたはいろいろな意味で豊かになれるのです｡
ほか)；Ｑ＆Ａ(このプログラムで何が得られますか？；意識が拡大しやすい方法､体外離脱しやすい方法はありますか？　ほか)
・自分の中の混乱や世俗の感情に流されないようにするには瞑想が大切

・高次の崇高な自分とつながること

・そのことで､落ち着きを取り戻し､今何をどう考え､どう行動しなければならないかが明らかになる｡
・光の練習や瞑想は魂の成長を助ける｡魂が成長することにより､より良い考えが浮かび､それを三次元に活かせる｡
・起こっていることはあなたへのギフト

・古いエネルギーの解放のチャンス｢私にはもう必要ありません､手放します｣としっかり宣言してください｡変化を起こす､紫色の光を取り入れ､体の中で回すようにしてください｡より早く開放されることでしょう｡
モンロー研究所

Tel：1-866-881-3440　434-361-1251　Fax：434-361-1237

62 Roberts Mountain Road Faber, Virginia 22938,USA

プログラム受講料は基本＄1800-(変動の可能性あり)
藤崎は2003年より日本でのインストラクト活動開始　　2011.2.10

坂本　政道　　著作一覧

2003年『死後体験』
2004年『死後体験Ⅱ』
2004年『SUPER LOVE』
2005年『死後体験 Ⅲ』
*2005年『超意識』⇒*2008年『超意識－あなたの願いを叶える力』
*2005年『絵で見る死後体験』
2007年 マンガ死後ガイド

*2007年『死後体験Ⅳ 2012人類大転換』
*2008年『楽園実現か天変地異か ― 2012年に何が起こるか』
*2008年『2012年目覚めよ地球人 ― いよいよ始まった人類大転換の時』

2008年『体外離脱体験』2001年の改定版？

2008年『ハﾞシャール x 坂本政道 人類､その起源と未来』

2009年『2012年以降の世界 分裂する未来―ダークサイドとの抗争』

*2009年『アセンションの鍵 － スーパーラブ 』

2010年『屋久島でヘミシンク－2012年のメッセンジャー』
*2010年『ピラミッド体験 － 開示された古代の英知』
2010年 『地球のハートチャクラにつながる － パワースポットをめぐるヘミシンクの旅』

モンロー研究所公認ヘミシンク・トレーナーの一人

アクアヴィジョン・アカデミー公認のインストラクター養成⇒出版当時15人応募､うち5人がトレーナー

2012年に起こる一大変化 
· 生命エネルギーとは何か 

· 意識の進化とは 

· 人の想いが生み出した死後世界 

· 人類の起源 

· 人間界からの卒業 

· I・Theirとは何か 

· I・Theirクラスター 

· 無数にある生命系､様々な生命体 

· さらに上のレベル､生命エネルギーの源 

· 我々はどこから来たのか 

· 2012年に起こる非物質界の変化 

· 2012年に起こる物質界の変化 

· モンローの見た西暦3000年より後の世界 

· 作家・山川健一氏との対話

2007年『死後体験Ⅳ 2012人類大転換』
はじめに
1)地球生命系へ銀河系の中心核から生命エネルギー(無条件の愛､スーパーラブ)が流れ込んできている｡
これは非物質のエネルギー｡この生命エネルギーの流入は2012年にピーク｡このエネルギーによって地球と人類に大きな変化が起こり始めている｡
2)そのエネルギーを活用すれば､人類を地球生命系へ縛りつけるさまざまな束縛から自由になることが可能
3)死後の世界のフォーカス27には施設｡人間界を卒業し､フォーカス35へ
4)フォーカス23～26にいる人たちは27へ救出

5)フォーカス21から直接フォーカス27へ行ける

6)人間を卒業し､フォーカス35へ進むか､輪廻の道を歩むかは個人の選択に任されている｡
7)人間を卒業｡悲しむことではない｡死後に対する誤った信念を改め､正しい知識を持ち､フォーカス27へ
・宗教観の対立などが元での戦争､テロリズム､拝金主義的経済･社会と環境破壊…､地球生命系は貴重な学びの機会を与えてくれたが､このような信念から自由になり､離れるときがきた｡
人類以外にも多くの生命体が宇宙に存在することを知り､人類がどこからきて､どこへ行こうとしているのか､明らかになれば幸いである｡　2007.7.6
プロローグ　ここまでの経緯
第１章　スターラインズとは
第２章　３回目のスターラインズ参加
第３章　アクアヴィジョン・アカデミー
第４章　４回目のスターラインズ参加
第５章　集団の救出
第６章　５回目のスターラインズ参加
第７章　さらなる過去世体験､救出活動
第８章　フォーカス27に造られた人間卒業用施設
銀河系の中心核から地球生命系へ大量に生命エネルギー(無条件の愛､スーパー・ラブ)が注入され始めているので､それを活用する施設がフォーカス27に多数造られた｡エネルギーはまずピラミッドで集中､増幅される｡そこから各施設内にある球体へ送られる｡
球体のまわりに座った人たちは､ガイドやヘルパーの手助けの下､そのエネルギーをハート内へ注入する｡このエネルギー(スーパーラブ)には､各自を地球生命系へと縛るさまざまな信念を明らかに見せる力と､それを解消する力がある｡⇒フォーカス27へ行く代わりのピラミッドの建設
強烈な欲求⇒エゴ・我⇒各種の欲⇒感情､煩悩､ネガティブな感情

そもそも自分はどこから来たのか？

何のためにやってきたのか？を思い出すこと

⇒アル中状態から抜け出る｡
1)｢生き残らないと終わりだ｣という､誤った｢信念｣が刷り込まれる｡
2)この信念のためにありとあらゆる｢欲｣と｢感情｣生成
3)｢感情｣のために､意識はマヒし､自分がどこから来たのか忘れ､｢欲｣を満たそうと
､輪廻することになる｡
4)それ以外の誤った信念も輪廻の原因になりうる｡
そこで､スーパーラブを受け入れる｡
第９章　フォーカス21と27をつなぐ橋
おわりに　　/　参考文献＆ウェブサイト
シャングリラからの伝言より

・2012年問題とは2012年12月21日で古代マヤ歴が終わっていることから､その日に世界が滅亡するのではないかというもの
・マヤ歴の終了はその日をもって旧来の世界が終り､次の新しい世界が始まるということを意味する｡ 

・ですから本来であれば､分離やエゴの渦巻く暗黒の世界から統合と喜びの光の世界への次元上昇となるはずでした｡ ところが､人類のワンネスの意識への目覚めの速度があまりにも遅いために違う現実へ移行しようとしています｡ それこそが天変地異による人類滅亡というシナリオです｡ 

 現時点ではまだ､地球が光と喜びの五次元への次元上昇を果たすという現実と､地球(ガイア)自体が生き残るために地殻変動を起こし､すべてを御破算にして一からやり直すという両方の平行現実(パラレルワールド)が存在する｡ 

・あとは人類がどちらの現実を意識するかにかかっている｡ 

・過去数えきれない位､地球は我々にメッセージを送り続けてきた｡ でも人類の集合意識はそのメッセージをずっと無視してきた｡ 

その結果､地球はこれ以上待てないところまで追いやられてしまい､地球そのものの存続にかかわるようになってしまった｡ 

・そこで仕方なく自分の住人であり､管理者であるはずだった人類を一掃してまた数十億年という時間をかけて再度次元上昇に挑戦するということも考慮せざるを得ない｡ 

・ただし最悪の場合でも２０１２年１２月２１日に人類が滅ぶということではない｡ 

・その日から約5､60年かけて何度かの地震､天災を繰り返しながらクリーニングしていく｡ 

・過去何度も現在の我々よりも進んだ文明を持った人類が同様に海の底に沈んでいった｡ ある程度まで文明が進化すると人類というのはどうしても核戦争を起こしてお互いに殺し合ってきた｡ 

・ところが今回だけは事情が違って､地球が無事に次元上昇を果たすことが全宇宙にとって必要不可欠
・その理由をご説明しますと､この宇宙というのは定数制がひかれていて､各次元の定員(エネルギー)は一定になるように定められています｡ 

つまり､地球が三次元から五次元に次元上昇するなら､現在五次元にいる生命体のどれかが次の次元に次元上昇して空席を作らないといけないのです｡ 

逆に言うと､五次元にいるある星が七次元に行くためには自分のあとを埋めてくれる星が下から上がってくれる必要があるわけです｡ 

地球というのは全宇宙の中でちょうど真ん中に位置する(地図上の話ではなく､エネルギー的な観点のこと)ので､地球が無事に次元上昇を果たすことは全宇宙の最大の関心事だ｡ 

・ですから現在地球には宇宙のあらゆる所から霊的な支援がなされている｡ 

・2012年というのは､惑星の配列や地球の磁場の関係上､過去の進化した文明を持つ人類たちと違って､現代の地球人類は非常に覚醒しやすい有利な状況に立つ年｡ 

・それでもなお､今のままではあまり安心できる状態ではありません｡ 一刻も早く全人類がワンネスの意識に目覚める必要がある｡ そのためには今年中に日本が覚醒する必要があるのです｡ 

・実は純粋な地球生まれの地球育ちというのは日本人だけだからなのです｡ 

・まずは我々日本人が和の精神で天と地をつなぎ､人と人を結ぶ地球の守護者となる使命がある｡ 

・ではいったいどうすればワンネスの意識に目覚めることができるか？ 

・このホームページや著書を何度も読んでください｡
・何かを勉強する必要など全くなくて､単に忘れていることを思い出してください｡ 

・日本にはそのためのセミナーを開いている方が少なからずいるので､そういうところを訪ねてみるのもよい｡ 

・よく自分の周りを見回してみれば必ず何らかの縁がある筈。
それをたどってください｡ 

その中での基準と注意点｡ 

・講師が自分を特別な教祖のようにせず､依存させようとしないこと｡
・何らかの教えを覚えさせて守らせようとしないこと｡ 

・セミナーで生計を立てている人にはそれなりの謝礼が必要でしょうが､あまりに高額ではないこと｡ 

・何より大切なことは､皆さん方の中に真理があり､神性さがあるので､それに気付くようにもっていくということ｡ 

・どうか､あまり悲観的にならないでください｡ 

どのような結末を迎えようが生命は永遠です｡ 

ただ､宇宙的な意味合いからも今回は是非とも無事に次元上昇したいものです｡ 

人が生きていく上で最も大切なこと､それは今を楽しむということです｡ この世界はあらゆることを楽しむために創られたのですから｡ 

そう､絶対に大丈夫ですよ｡ 

· シャングリラとは､理想郷・ユートピアのこと

■歯科医のシャングリラさんは※ワンネスデクシャの流れをくむ｡
■ワンネスディクシャとは､インドの聖者カルキ・バガヴァンが､人々を苦しみから解放するために始めたエネルギー伝授のこと｡
・｢スパルシャ・ワンネスディクシャ｣－手で触れてエネルギーを伝授する
・｢ナヤナ・ワンネスディクシャ｣－目と目を合わせるだけ
・｢スマラナ・ディクシャ｣－イメージで伝える
の3種類がある｡
http://www.naramachi-oneness.com/　　　　　　　　2011.1.21

『ガラスの地球を救え』
手塚　治虫著　［要旨］
｢なんとしてでも､地球を死の惑星にはしたくない｡未来に向かって､地球上のすべての生物との共存をめざし､むしろこれからが､人類のほんとうの“あけぼの”なのかもしれないとも思うのです｣幼少の思い出から､自らのマンガ､そして未来の子供たちへの想いまで｡1989年､他界した天才マンガ家・手塚治虫､最後のメッセージ｡
目次　『ガラスの地球を救え』刊行によせて
・終戦の年､昭和21年17歳から43年もの間､なぜ手塚が作品を作り続けてきたのか､手塚をひたすら､創造にかりたてていたものは､いったい何だったのか､本書には手塚が生涯を通じて訴えたかったこと､彼の創作の秘密がうかがえるのでは？
自然がぼくにマンガを描かせた
・自然に根ざした“生命の尊厳”を常にテーマにしてきた｡生命のないところに未来はない｡⇒地球の危機
地球は死にかかっている
・地球を死の惑星にしたくない｡未来に向かって地球上のすべての生物との共存をめざそう｡
科学の進歩は何のためか
・放射能による食物汚染と薬品による汚染
・超長期的視点から地球を考える必要がある｡
アトムの哀しみ
・『鉄腕アトムのテーマ』は科学と人間とのディスコミュニケーション､地球と人間の〃(対話ができない)
子どもの未来を奪うな
・どんな状況でも明日への夢につなげていくための活力や理想を育むことが大人の責任
“いじめられっ子”のぼくをマンガが救った
・母｢つらかったろうね｡がまん､がまん､がまんなさい｣
先生がマンガに熱中させた
・綴り方教育の実践で先生が認めてくれた｡
・医者になろうか､マンガ家になろうかと相談すると母は｢マンガが好きならマンガ家になりなさい｡｣
ぼくは戦争を忘れない
・戦後40年で徐々に戦争の忌まわしさを伝える人間がいなくなりつつある｡⇒『アドルフに告ぐ』と教育力
語り部になりたい
・学徒動員での体験､自分の死の恐怖

・戦争の恐怖は天災ではなく与える側も人間
・どんな国もそれぞれの“正義”をふりかざして戦争をしてきた｡健全な教育環境を整えることが先決

夢と冒険に生きる子に

・生命はかけがえのないもので､人生はたった１回きり

・大人の目から見てダメに見える子どもの中にも埋もれたままの何かが必ずある｡
親は子に自分史を語れ

・自らの尊厳－子どもたちに平和と自由を
時間の無駄使いが想像力を育む

・時流に流されないガンコ一家

やじ馬根性は健全なパワー

・謎に好奇心を持って様々な仮説を立てる｡
ブラックジャックのジレンマ

・生きがい
・医療とは何か､人間の幸福とは何か
脳だけはつくれない

・寿命は110～120才､いかに最大限に全うするか
・限られた余生をいかに満足し充実した時間として送っていただくか

・人間としての尊厳
情報の洪水に流されるな

何が必要な情報か

・政治的な規制もなく､自主的に生命の尊厳と生きるという尊厳と生きるということの価値を情報によって子どもたちに与える態度をとる｡
アトムも破れない壁

異文化との衝突
・差別の問題､国と国との問題
オリジナリティは遊びの中から

路地裏こそ味がある

・鎮守の森というのは高いところにあり､道がつけにくいのでそこだけ特殊な空間として存在しうる｡
・鎮守の森は高い場所にある為泉も汚れず道路ができず樹木が発生して昆虫や鳥が集まる｡一種の共有空間｡
蝶の匂いがわかるか

人間の欲望

・大宇宙に満たされた目に見えないエネルギーが､ぼくたちを生かしてくれているという気がしてなりません｡
・生命の不思議を追うあまりに生命そのものを滅亡させることがないように願うのみです｡
“悪”の魅力　　　　　　　負のエネルギー

マンガは本来は反逆的なもの

ぼくは真剣なメッセージを送りつづける

『火の鳥』が語る生命の不思議さ　IFの発想

宇宙からの眼差しを持て

・宇宙での人間の小ささ､力を合わせていかねば生きられないこと､そして､人間がいちばん偉いのではないこと､眼下の地球に生きる動物も植物も人間もみんな同じように生をまっとうし､子孫を生み続けていく生命体であるのだ

・未来人や宇宙人でもある子どもたちは新しい地球規模の哲学を携えて地上の人々に警告を発する｡
・IF－もしも､ぼくが､わたしが､宇宙からの眼差しを持ったなら､想像の力は光速を超えて､何万何千光年のはるかな星々にまで瞬時に到達できるでしょう｡その想像の力こそ､人類ゆえの最高に輝かしいエネルギーなのです｡手塚治虫没後８年　1996年8月　ほか〕
ナスカの地上絵､イースター島のへそ､明日香の酒船石

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2011.2.10

ブルース・モーエン

『死後探索１　未知への旅立ち』　2005.11

プロローグ：ごく普通の人間－子どものころからの３つの大問題と好奇心に導かれて死後の世界に何があるのかを探り知るようになったということだけ
第一章－1995年４月19日､オクラホマシティ－事件が起こった日､肉体によらずに爆破の現場を訪れて死亡した人のサポートをした｡それから体験を書くことにした｡⇒モンローが死後の世界からコンタクト
死後直前の魂の救出を思いついた

｢私のすべてのエネルギー回路は清らかに澄み切って開かれており､完璧に機能しています｡私が遭遇するいかなるエネルギーも私をたやすく通過し､何の影響も及ぼしません｣
第二章－旅の始まり－子どもの頃の白昼夢－1953年に何ヶ月にもわたって週に1.2回必ずその白昼夢を視ていた｡⇒｢生まれ変わり｣という解答を受入れた｡
｢あなたは誰だ？｣という明晰夢⇒図書館で催眠術の本と間違って偶然隣にあったモンローの『体外への旅』を手にとり本の中の｢あなたは誰だ？｣の箇所に
ディスクの幻(白昼夢)
第三章－ゲートウェイ・ヴィォエッジ
偶然モンローの『魂の体外旅行』～約5年

1991年あるスーパーで雑誌の表紙にモンローの写真と問い合わせ電話番号⇒9月に体験
未知を既知へと変えていく意識､ディスクの幻と全て｢私｣ I/There 好奇心
第四章－ライフライン
信念で物が見えなくなってしまう｡フォーカス27では想像力を利用する能力が鍵､フォーカス23では体外離脱した人のほうがヘルパー(ガイド)より接触しやすい｡
第五章－二度目のライフライン

第六章－さらなる旅
レベッカと共同作業､亡き母がヘルパーで救出の共同作業にあたっていた｡死が迫り､あの世へ行ったり来たりする練習をする老人､それはそこにないと見る
エピローグ：この世とあの世
3つのダウ問題に対する答えを一片の疑いなしに承知

付録Ａ　モンロー研究所：ゲートウェイ・ヴィォエッジ､および専門用語

付録Ｂ　ライフライン・プログラムの参考情報－ドルフィン･エナジー･クラブとヒーラーの脳波パターン
付録Ｃ　死者とコンタクトするための手引き－｢ふり｣は想像力を開く方法｡亡くなった愛する人とコンタクトし､手助けしてやりたいと心から望む人なら誰でもこのコミュニケーションの手法を使えるだろう｡
『死後探索２　魂の救出』

不思議な教師との旅

第１章　ダイコトミーランド(さかさまの国)
第２章　魔法の絨毯に乗って－1993年春離婚､非物質界での心の交流､
第３章　ワフンカ､そして別世界の共有
第４章　おばあちゃんとスカンク－自分の信念と疑いに基づいて判断を下すまでは臭いを感じていた｡非物質的な嗅覚､信念が知覚をブロックした｡
第５章　インドの大地震
第６章　殺されたスコット－悲しみにくれる新妻を慰めようとして､逆に彼女の悲しみのサイクルに捕えられてしまった｡宇宙が仕組んだ出来事により､スコットは自分の命を犠牲にして妻ベヴに癒されるチャンスを与えた｡⇒卒業の証の紫と金色
第７章　三度目のライフライン――エド・ウィルソン博士との再会
第８章　ＤＥＣ(ドルフィン･エナジー･クラブ)と笏－遠隔ヒーリング､性的エネルギーを高めて利用することで霊的な成長を促す技術がある｡
第９章　バンシー－愛と恐怖に関する自然法則
第10章　マックスの地獄－誰かに罰としてそこに追いやられたわけではない｡彼がその地獄にいるのは彼の信念が彼をフォーカス25のあの領域に引き寄せた｡黄金律－｢人にしてもらいたいように､人に行ないなさい｣
第11章　習慣は根強い－名前だけで間違いなくその人物を見つけ出せた｡アルツハイマーの老婦人
第12章　ボブ・モンローとの死後のコンタクト
単独航海
第13章　金銭的余裕について瞑想する－超越瞑想(TM)
第14章　シルヴィアの救出
第15章　ボブ・モンローの提案－ワフンカと調整､｢ハートを通して知る｣
第16章　死後世界での回復
第17章　おばあちゃん､ボブとナンシーに会う－祖母ウイニ－の｢おかしな夢(隣人が死後妻に生命保険証書のあり場所を教えてやってほしいと夢に現れた)｣
ひとりで､ハリケーンに襲われて
第18章　ゴーストバスター－幽霊ではなく彼のある側面がクローゼットから出たがっていた
第19章　ヘレイナの夢
第20章　電話の始まり
第21章　ヘレイナのポルターガイスト
第22章　アラームが鳴っている？－お前はここに属していない､今すぐ立ち去りなさい｡光を探しなさい｡
第23章　切り裂きジャック､ご着席
第24章　台風の目－二人の人間に性的な関係があるとお互いの間にエネルギー的な結びつきができる｡こういう結びつきはある種の回路を開くことになって､感情や思考や願望や意図などがお互いの間を行き来することになる｡とてもオープンな回路なので､どれが誰の感覚なのかわからなくなることもある｡いともたやすく､相手の感覚を自分の感覚と取り違えてしまい､そういう対応をし始めてしまったりするんだ｡
第25章　バスルームのポルターガイストは誰？
第26章　またアラーム？
第27章　ヘレイナの｢すごいこと｣
第28章　夕食での会話
第29章　一緒に夢見て
第30章　ヘレイナ､どこにいる？
疑いの彼方へ
第31章　この世の集団と死後の世界
第32章　疑いを抱く最後の旅
第33章　疑いを超越した旅－アラブ人とユダヤ人は互いに憎み合っている｡この狂気を止める唯一の道は赦しなんだよ｡
第34章　地獄の猟犬
エピローグ
付録Ａ エド･ウィルソン博士による電磁気的重力理論
付録Ｂ 無用となった古い信念を､変えたり除去したりする方法
1､自分が制限を受けていることを認識する｡自分は､自分の望むことができない｡
2､自分を制限する信念の原因となっている､自分の｢側面｣とコミュニケートしたいと申し出る｡
3､自分のその側面を会話に引きいれ､それと対話する｡4､その信念が何なのか､どんな機能があるのか､それでどんなふうに自分が制限されているのか､理解する｡
5､自分が学びたい状況において､その信念を変えたいという願いを表明する｡
対話しているつもりになるところから始めるといい｡
6､もう一度､自分のやりたいことをやってみる｡
7､その信念による制限のもっと別の面が現れてきても､その自分の｢側面｣との対話を続けていく｡
8､バランスを取ろうと考えなくても綱渡りができるようになるまで､この手順を繰り返す｡そうすれば､望んだとおりの信念の変化を自分の側面が受入れたことがわかる｡
新しい機能には肯定的な言葉遣いをする｡
9､瞑想状態で､慎重に言葉を選んだ新しい機能と､それが有効になるという願いを表明する｡
10､この新しい機能が実行されていることに感謝を表明｡
11､これは1度だけすればいい｡そして､願いがかなうことを期待する｡
付録Ｃ　ゴーストバスター初心者のための手引き
1､幽霊というのは単に肉体を持たないだけの人間
2､幽霊を認識できるのはそのレベルにフォーカスしているから
3､幽霊を恐れる必要はない｡
4､ヘルパーが助けてくれる｡
5､ヘルパーと比して利点を持っている｡
6､イマジネーション､会話のふりをする｡愛を送る｡
7､光を探しなさいと言う｡
8､ヘルパーが手助けしてくれたことに感謝を表明する｡｢ありがとう｣｡
付録Ｄ　用語解説
『死後探索３　純粋な無条件の愛』※最後に読むことに
プロローグ
第1章 出帆
第2章 純粋な無条件の愛－私はレベッカ(共同探索者)とボブとエド(二人は死者)に加わって一緒に抱擁し合った｡物質界での抱擁とは全然違っていた｡｢雷｣としか表現しようもないものが胸の真ん中を直撃するのを感じた｡ナンシー(死者)とも再会｡愛､感情的にあまりにも強烈な｡チューブとはさみによる切断､感覚の流れを止めた｡
第3章 エド・カーター､そしてボブの古い約束－フォーカス15は｢全時間｣
第4章 フォーカス27のモンロー研
第5章 エントリー・ディレクター(E.D.)－入管責任者､人間がどのようにして地球での人生に入ってくるのかを知っているとされる人物｡｢物質界のレベルでは現在､50億ものラジオ局がみな､それぞれの独自のトークショーを同時に電波に乗せて放送しているみたいなものだ｡こうした思考や感覚のことを私たちはＭバンドノイズ(海底の水圧みたいなもの)と呼んでいる｡あまりにも大勢の人が一度に放送するので､みんな､それぞれの思考や感覚を周囲の環境に向けて押し出しているんだ｡｣ビッグ・フィシュ⇒多くは物質界で生きて自らの持つ多次元的な意識を､それを持たない人と分かち合う｡平均よりやや大きい4つのカール(スナック菓子に似ている､人間の元のようなもの)が何か光る糸のようなものでつながっているように見えた｡
｢運命｣を自分たちで選択した｡運命に影響を与えるすべての選択を自分自身で行いグループとして働くことに同意したんだってことを忘れなければね｡
光る糸＝紐は意識の糸｡生きている間ずっとああして存在している｡『時間／事象ライン』の一部

カールが後ろに同じ細い糸を引きずっている⇒『好奇心の探索機』｡糸は各自のディスク､モンローの言うI/Thereと接続するもの｡探索機とそのディスクの間で意識の伝達を行なっている｡すべてのカールがビッグ･フィッシュの意識レベルを目指して進んでいくのを助けるのも可能
第6章 癒し・回復センター－『純粋な無条件の愛』エネルギーを表現する手段｡愛の力について学ぶ｡
物質界での経験は非物質界の現実の反映｡思考は実体｡
イルカたちの鼻先がみな同時に私の身体に触れたとき『純粋な無条件の愛』エネルギーの雷が全身を駆け抜けた｡
第7章 教育センター－私たちはみんな､同じI/Thereのメンバー｡同じディスク､同じクラスター｡私の元いたところでは､純粋な官能がすべて｡自分の官能性を表現することこそ､生きている理由なのだ｡
イルカとサメの話

第8章 調整(コーディネイト)する知性たち－地球生命系(ELS)｡声｢地球なんて小さな惑星が唯一だとしたら､この宇宙空間がひどく無駄だと思わないかい？｣フルネームで言うとESCI(エルスィー)=The Earth Life System Coordinating Intelligences　⇒螺旋状の線
貪欲が原因となる生態系の崩壊をくぐり抜け､あるいはそれを経験することによって､卒業にむけて加速している者たちが多い｡時として一番難しいのは自分自身を見ることなのさ｡
第9章 計画(プランニング)センター－『意識』を持つことができるものはすべてグリッドにつながっている｡
｢…｡きみが友人のデモンストレーションに何を使おうか迷っていたとき､よりよいメスのデザインを､という彼らのリクエストに気づいていた｡きみは迷ったときに､何かデザインするものがほしい､というリクエストをグリッド上においたんだ｡…オペレーターはメスのデザインのリクエストをきみの意識に送り込んだ｡…オペレーターはデザインのプロセス全体の『時間／事象ライン』を記録したんだ｡偶然の一致､デジャヴ､夢や白昼夢に質問の答えが出てくること－そういうことはみんな､時間／事象ラインをうまく制御するテクニックにすぎない｡｢きみ(ブルース)が『あなたは誰だ？』と叫んでいた､あの夢を憶えているかい？｣⇒適当に本を開いたときに特定のページが開くようにするというのはとても細かい『時間／事象ライン』の制御の一例だよ｡P145～
その発明を物質界にもたらすための『受け手』になれそうな人がホロデッキに連れてこられて､物語の中で発明者の役を演じるかもしれない｡本当に重要な発明のためには､計画センターは最大限の努力を払って､そのアイデアが非常に迅速に伝達されることが確実となるように､大勢の『受け手』候補のルートに､『時間／事象ライン』の交差ポイントを据えるんだよ｣(P154～)
そこにいる女性オペレータは自分の意識の中に､地球の人類で別の世界の人々とのコンタクトに興味や能力を持つ人々をすべて把握しているんだ｡彼女はまた､『調整する知性たち』を通じて､別の世界から来るリクエストや､コンタクトのもくろみについても意識している｡彼女はフォーカス15に適切な『時間／事象ライン』を据えて､そういったコンタクトを手助けしたり､促進したりする｡彼女がそういう準備を手伝うためには､ホロデッキとか､デジャヴとか､偶然の一致などといった同様のツールが使用できるんだよ｡(P156～)
あの(意識の)糸によって(前述のカールのような)彼らは物質界におけるお互いの存在と活動を意識できるんだ｡彼らの意識レベルに応じてカールたちは意識的､あるいは潜在意識的に､互いに引寄せあうかもしれない｡意識の糸で結びついているというのは､『時間／事象ライン』上のふつうの交差ポイントよりも､はるかに強い影響を及ぼすんだ｡この人たちは､意識的にせよ潜在意識的にせよ､絶えずコミュニケーションを取りつつ一緒に働いて､共通の目的と個人の目的を果たそうとするだろう｡互いの結びつきについてほとんど意識していなかったとしても､彼らが物質的に出会うときには､運命のようなものを感じるはずだ｡その感覚は､人と人を結びつけるパワフルな原動力なのさ｡P157～｣
『ビッグ･クロック』－私たちがフォーカス15と物質界の現実の間で事象のタイミングをシンクロさせるために使うもの(P158)地球の自転と公転がビッグ･クロックの大きな時計の二本の針
『霊重力(Spirit Gurity)』と『地球の核のクリスタル』－自分が霊的存在であることを意識している人はもっと高くまで上がって､フォーカス26や27まで行くんだな｡自分で自分についてのとらえ方を変えることで､自分の密度を変えられる｡自分のことを霊体だと考えるなら密度が減少して上昇し､肉体だと考えるなら､密度が増加して下降し､物質界へと下がっていく｡(P185～)
『地球のビッグプラン』－｢一般的に言って､地球の近未来は大幅な人口削減への準備ということになる｡それによって､生態系に人間が与える影響が減少する｡これまでは『時間／事象ライン』の交差が多すぎる上に着実に増加してきていて､それが生態系を崩壊に向かわせているからだよ(P164～)｣
｢その一番の原因は食欲という感情エネルギーへの耽溺だ｡地球の資源の消費は加速しているが､直接使うためではなく､富を蓄えるために消費が行なわれている｡それが､生態系を崩壊においやろうとしている｡｣
｢大勢の人々が地球生命系での過程を修了しようとするのを手助けする準備に費やされている｡｣｢地球スクールでのトレーニングが終わりに近づいた大勢の人たちが､肉体における選択肢はまだたくさんあるけれども､卒業しようとしているんだ｡地球に生きている人ははるかに少なくなるから､世界中での出生数は非常に減少するだろう｡｣｢この時期に物質界の人生に入る決意をした者はみな､情報を与えられた上で決意しているんだ､とだけ言っておこう｡この人口削減の時期に地球で生きることを決意した人たちは必ず､この状況を完全に知らされたうえでエントリーしたんだ｡｣｢たとえばエイズみたいにね｣(P162～)
第10章 地球の核のクリスタル－電子､陽子､原子と組織化されていない意識と私たちの世界に形を与えた､非物質的な意識の進化はここからどこへむかうのか｡
｢私は物質界で存在していることによって､ものがある一定のふるまいをすると予想するように､条件つけられているんだ｡この非物質界にいても､私はそういう予想を周囲に投影して､環境を創造してしまう｡意識的にそんなことをしているとは気づかなくても､私は自分が予想するようなものをまわりじゅうに四六時中創造し続けているんだ｡きみたちの言うところの『人間の習慣による力』ってことだね｡そういう力はみな､この非物質でのきみの能力や知覚を制限しているんだ｡｣
｢数年前に探索を始めて以来､『肉体を超越する』ということがきみの探索の隠されたテーマだったんだよ｣(P189～)
第11章 始まり－地球の歴史－｢パワースポット｣－クリスタルの残存物でスピリチュアルな人々にこう呼ばれている｡占星術というのは結局のところ人文科学
誕生の瞬間とはある人が一つの世界を離れてもう一つの世界に加わるポイント｡占星術ではビッグ･クロックの感情エネルギーのパターンは誕生図とか出生図とか呼ばれて､ある人が持って生まれた性格として見られる｡
タイムスタンプみたいなもの｡その人が物質界に入る瞬間に非物質的なレベルで感情エネルギーがその人に刻印される｡それが､物質界でのパーソナリティ｡もしその人が､ある目的に取り組むために､肥大したエゴの性格を必要としている場合､それは誕生のずっと前に組み立てられる｡必要な性格の特性はカールがフォーカス15に配置される前に､いわば暗号化されてカールに埋め込まれるんだ｡感情エネルギーがちょうどよくバランスしたものが､カールの意識パターンの中に蓄えられる｡だから､ビッグ・クロックとして利用されるのは､物質的に見た惑星の位置だけじゃなくて､感情エネルギーのパターンもなんだ｡ビッグ・クロックの持つ性格の特性のパターンは惑星の運行にともなって常に変化している｡ビッグ・クロックにちょうどふさわしいパターンが存在するとき､そのパターンに見合うものがカールに埋め込まれ､カールはそれに共鳴する｡それはビッグ・クロックのパターンにエネルギーを与えられそして､物質界の存在としてスタートするときにそのパターンを元にして種のように芽吹いて成長するんだ｡カールはビッグ･クロックのエネルギーパターンに共鳴することによって､物質界の中でそのパターンを意識にもたらすんだ｡実のところ､エネルギーパターンはその人を本当に物質界へと引寄せるのかもしれないな｡｣｢ビッグ・クロックは物質界と非物質界の間で時間をシンクロさせるために使われるだけじゃなくて特定の性格を挿入するためにも使われるんだ｡そして､それはみんな太陽と太陽系の惑星をそれぞが持つ核のクリスタルが有する特定のエネルギー帯域に基づいているんだよ｣(P198～)
ビミニ島とバミューダ・トライアングルの事件

地震活動の予測､地震の直前に起こるフィールドの歪みのパターンに気づくことのできる人が大勢いる｡
デニーズと私が経験したことからして地球の核のエネルギーは異性同士が一緒になるように促す力をもっているようだった｡常時感じる内面的なプレッシャーから解放する､安らぎや慰めの感覚を与えてそれを促すのだ｡(P207～)
第12章 ＥＴとのコンタクト－｢ビッグイベント｣－｢きみの惑星の核のクリスタルがとても遠くにある物体と整列しようとしている｡銀河を超えたレベルの整列だよ｣｢この整列によって開ける通路から何らかのエネルギーが流入し､『地球の核のクリスタル』に注ぎ込まれるのだろうという感覚があった｡このエネルギーが何であれ､｣｢ビッグイベントはもうすでに始まっている｡完全な整列はもうまもなく起こるだろう｡｣
第13章 第二ギャザグループ－最初のコンタクト－
｢ここ(非物質界)に集まっている者たちのうち､どれくらいの割合が地球スクールの卒業生ですか？｣
｢その実数は非常に少なく､5～6％くらいかもしれないが､彼らの力は素晴らしい｣
｢我々は､地球で起こりつつある出来事を目撃するために､この地域にやってきた｡性格に言うと､この地球スクールに起こりつつある『グレート・イベント』をね｡それについて､あなたは知っているか？｣
｢私たちはそれを『アース・チェンジズ』と呼んでいますが､それがいったい何を意味するのかについては､かなりの混乱があるようです｣
｢我々はほとんどが銀河を超えたひとつのグループのメンバーだ｡…｡ここに観察しに来ることは歓迎されている｡連盟に所属する我々はお互いについてや未知のことについてさらに学んでいくために協力し合いつつ情報を共有するネットワークを形成している｡連盟のメンバーのうちその能力のある者はみな､ここに来て観察をするための代表を送り､それができないメンバーに分け与えるのだ｡｣
｢(ここに集まっている存在を定義すると)エイリアンのネットワークだ｡…我々はみな､物質的な宇宙にそれぞれ拠点となる世界を持っている｡それぞれの世界が､あなたがたの言うところの『アース･チェンジズ』を観察するために､代表をここに送っているのだ｡…我々は故郷の世界から使命を帯びて遣わされた､宇宙飛行士の小集団にすぎない｡我々の理解によれば､あなたがたの言うところの『アース･チェンジズ』によって生じるかもしれない結果の一つは､地球が我々の連盟に加盟するということだ｣
｢我々(の興味の中心)は『グレート・イベント』に関与するエネルギーについて､何らかの理解を得ようとしてここに来ている｡｣
｢彼らが記録しようとしているエネルギーとは地球スクールに存在する二元性の変化に関するものだ｡そのエネルギーが｢地球の核のクリスタル｣に注ぎ込まれるとき､我々地球人がこの二元性について感じている混乱の一部は解消するかもしれない｡クリスタルはすべてに極性を与える地球スクールの性質を象徴している｡地球スクールではすべてのものが対立した概念によって表現されうる｡熱いと冷たい､湿ったと乾いた､…などといった対極の概念はほんの一例にすぎない｡｢愛｣と表示された輪をクリスタルの片側から中心に移動させることは､ある変化を象徴しているのだ｡その変化によって､地球スクールに属する私たちは､今や自分たちの混乱に気づこうとしているのだ｡｢愛｣には｢憎しみ｣などという対極の概念は存在しないことを理解する機会を与えられるだろう｡それは､地球スクールの二元性が引き起こした混乱なのだ｡進行している『アース･チェンジズ』の結果として､｢愛｣の反対は本当は｢愛がない｣もしくは｢愛の欠如｣なのだ､ということが明らかにされるだろう｡｣
このスポークスマンはあくまでも冷静な調子で客観的な描写､彼は自分が説明していることが何を意味しているのか感情的､感覚的なレベルではまったく理解していないのだった｡
｢(地球の住人へのメッセージとして)あなたの同胞の多くが､まもなく､あなたの言うところの『フォーカス27』に一気に移行しようとしており､非常に長期間にわたって､そこに留まらざるをえなくなるだろう｡地球の人口全体に大幅な減少が起こる｡同胞をその出来事に備えさせるために､あなたはできることをしなさい｡｣
｢私があなたから受け取った情報を裏づける助けになるような､しるしをいただけますか？｣への応答として､非常に大きな涙のしずくの形をした彗星の映像を見せられた｡…私の心は｢調整する知性たち｣を訪れたときへと舞い戻った｡ＢＧＭに｢これがアクエリアス(水瓶座)の時代の夜明け…｣というフレーズが聞こえた｡⇒｢新しい思考方法｣という性質
何かとても遠くにあるものの印象､これが地球の北側と整列する｡この整列によって､何らかの形のエネルギーとのつながりが生まれ､そのエネルギーが地球のエネルギー系に進入してくるだろう｡接近中の彗星がこのエネルギー的な結びつきを確立するきっかけをもたらす｡一連の映像の終わりに一匹のカニ(かに座？)を見せられた｡⇒月のエネルギー､感情や遠い過去､女性原理の象徴⇒｢1996.1.30百武彗星新発見｣記事｡
｢本当か！素晴らしい！我々のここでの任務で最大の目標は『感覚』について学ぶことなのだ｡…｡我々の第一の使命はこの『感覚』とかいうものについて､それが何であるにせよ､できるかぎり観察し､記録することなのだ｣
｢なるほど｡…あなたがたの第一の使命を果たすにはこういう装置やハードウェアはきっと､みんな役に立たないはずですよ｣⇒第二ギャザグループ船のコントロールルームから爆発するように響いてきた｡集団的な思考力のコントロールを失っていた｡⇒

｢愛のようなエネルギーの感覚や感情的インパクトを観察し記録するための唯一の方法は､私の知るかぎり､自分がその媒体になること｡あなた方の使命を果たすためには､自分自身が検出器やレコーダーになる必要があるでしょう｡…｣
ロビン(モンロー研での女性参加者)が突然すぐそばに姿を現したのはなぜか､はっきりわかってきた｡
ロビンと私は向かい合って立ち､互いの目を深くのぞき込み微笑んで『純粋な無条件の愛』がそれぞれの内に高まってくるのにまかせた｡『純粋な無条件の愛』のエネルギーを個人的に表現し､それによって､独自のユニークな音が自分の中に生まれるようにした｡…私たちはそれぞれ自分の音が高まるままにして､それを相手のハートに向かって投げかけた｡そうすると､私たちのハートは『純粋な無条件の愛』を表現しつつ､互いに融合した｡…私たちの音､ふたつ別々の『純粋な無条件の愛』の個人的な表現が合わさったとき､私は脈動する周波数には深い感謝と完全な愛によってすべてのもの･すべての人を受容する気持ちが結びついたような､そんな感覚が伴っていた｡純然たる至福！
｢我々の計器は何かを記録したが､我々には意味がわからない｡何らかの時間の異常だと思う｣
｢あなた方の使命を果たすためにはあなた方がデータの収集装置にならなくちゃ｣
第14章 第二ギャザグループ－２度目のコンタクト－モーエンは男性に､レベッカ(女性､共同探索者)女性のボランティアの中に入って『純粋な無条件の愛』の感覚のデモンストレーション⇒エイリアンのスポークスマンたちには異例､彼らのシステム・クロックは地球時間の７秒を喪失｡装置に不調が起こったと感じた｡⇒レベッカがフランシーンに交代⇒経験に対して意識を失う状態になった｡『純粋な無条件の愛』はどんな個人同士でも分かち合える｡⇒私たちの身体が消え去り､ひとつのふんわりとした球体になった⇒ほんの数名の心にしっかりと刻み込まれた経験の記憶がたちまち船全体に広がった｡第二ギャザグループの全員が『純粋な無条件の愛』エネルギーとその真の逆である｢それがないこと｣の両方からくる感情的なインパクトを経験していた｡
エクスプレーション27グループの仲間たちがそれぞれ私に愛を投げかけてくるのを見て､私の感じた恍惚感はとても言葉では言いあらわせない｡…私は自分に向かってこう宣言したのを憶えている｡｢私は心を開いてあるだけの愛をすべて受け取ります｣
｢愛｣と｢愛がない｣の間の連続体

｢愛すること｣に至るためには｢愛｣と｢憎しみ｣の間を結ぶ連続体に添って移動するわけではない｡｢愛｣と｢憎しみ｣は全く別の問題｡
第15章 考察－『アース･チェンジズ』とは｢地球の核のクリスタル｣が何か非常に遠くにある物体と整列すること｡この銀河を超えた規模の整列によってこの遠くの物体のエネルギーを地球の非物質的な環境にもたらすような接続が生じるのだろう､と理解した(P284～)
もし､その整列が『純粋な無条件の愛』エネルギーを｢地球の核のクリスタル｣へと非常に強力にチャージするものだとしたら？
『アース･チェンジズ』は好機到来｡『純粋な無条件の愛』エネルギーの太陽が地球生命系の全住民に――物質的･非物質的を問わず､生者も死者も含めた全住民に降り注ぐ機会なのだ｡そこに関わるエネルギーが『純粋な無条件の愛』だとすれば､それは､私たち全員が『純粋な無条件の愛』の経験と表現を強烈に意識する時となるかもしれない｡これがゆっくりしたプロセスならば､それをすでに経験したことのある者たちはそういう経験や表現が徐々に高まってくることに気づき始めるだろう｡『純粋な無条件の愛』になじみのない者たちはそれに気づいて自分の信念や思考や生活を変える機会を与えられるだろう｡もし､私たちのうち､充分な数の者がそのような変化をとげるなら､私たちは整列が終わった後も長い間､地上の天国で暮らすことになるかもしれない｡『アース･チェンジズ』は地球生命系を永遠に変えてしまうかもしれない｡私たちは全員が『純粋な無条件の愛』の記憶を将来､永遠に持ち続けられるかもしれないのだ｡一番重要なのは私たち全員が『純粋な無条件の愛』を最大限に経験し､表現するように意識し始める､ということ｡それこそが､来るべき『アース･チェンジズ』に向けて私が理解できる唯一の準備なのだ｡私たちのうち､より多くの者が愛を意識的に経験し､表現することを学べば､整列がピークに達し始めるときに､危機に陥る者が少なくなるだろう｡
第16章 ねえ､ボブこの人は…？－私は原稿が仕上がったら真っ先にハンプトン・ローズ出版社に見せてそれから契約を結ぶ､ということを承諾｡全宇宙からのサポートを感じた｡⇒仕事量増大で辞職⇒それでもフルタイムの執筆が可能に
第17章 多次元の統合－私はエンジニアや発明者として働くうちに強力な才能を発達させていった｡⇒解答を見出そうとするかわりによりはっきりと問題を定義することに集中した⇒問題の細部に没入し､日夜考え続けて飽き飽きするところまでいき､わざとそれについて考えるのをやめた｡⇒たいていは2,3週間してからひらめきがあり､問題の解答が与えられるのだった｡
特に何も考えていなかったりするときに､突然問題の解答が細部を伴う完成したデザインとして､脳裏にひょいと浮かんでくるのだ｡そして､そのデザインは必ずうまくいくのだった｡そのプロジェクトに従事していた３年間のうちに､問題の定義に飽き飽きしてからひらめきが訪れるまでの時間は短縮され､２日くらいになった｡どんな問題の解答も､天空の彼方のどこかにすでに存在しているのだ､という結論に達した｡私がそれを見つけ出すには､問題を充分はっきりと定義さえすればよく､そうすれば､その解答のある場所に接続することができるのだ｡
私が数年前にクアーズ醸造会社の研究開発エンジニアとしての職を辞したとき､それより２年ほど前の時期に自分の多次元的な情報へのアクセスを物質界の意識へと統合したようだ｡それは一体化しており､私は別の領域に存在する別の｢私｣が解答を見つけてくれているなどとは思ってもみなかった｡だが､｢素晴らしいアイデアのホール｣を訪ねた後ではそれこそが事実に一番ぴったり合う説明だという気がしている｡
おかげで私は自分がどれほど自分の肉体を超えた存在なのだろうかと思ってしまうし､自分の多次元的な存在をもっと意識したらどんな感じだろう､と考えてしまうのだ｡そしてまた､自分の人生のうち､ほかのどの時期にこのような統合が起こっていたんだろう､とも考えてしまう｡
第18章 エクスプレーション27…－1997.2月の参加｡その女性が自分と共に何かのエネルギーのレベルを高めてくれる人かどうかを見定めようとして観察していた｡魅力的な女性とプラトニックなかたちでつながりたい､という願望だった｡
ゲートウェイ･ヴォエッジ・プログラムに参加していたときに初めて自分のディスクに出会った｡自分が｢ディスク｣と呼んでいる､より大きな自分自身に気づいた｡
第19章 向こうのサブリナ－初めて体験する多次元的に存在する意識状態(マルチ･ロケーション)を楽しんでいた｡私が向こうのモンロー研に戻るとナンシー・モンローが私を待っていた｡今こうして彼女の前に立つと『純粋な無条件の愛』エネルギーの流れが彼女から私のハートへと動き始めるのが感じられた｡それは癒しのメッセージを私に注ぎ込んだ｡－私への癒し､サブリナ(エクスプレーションの参加者､最初は若く魅力的で理想的､やがて鋼鉄とコンクリートのようでドラゴンレディタイプだと思った女性｡)二人の間に必要な癒し｡
自分の中での女性性と男性性の再統合なのだと理解して､フランシーン(プログラムトレーナー､女性)の人生は一変したという｡
私もサブリナもまばゆい白い光へとかわって溶けていった｡『純粋な無条件の愛』を放射していた｡…ハートを充電する『純粋な無条件の愛による受容』の衝撃に打たれて私の内心の葛藤は溶け去った｡
第20章 本質－物質的な人間の脳は思考が起こったり記憶が蓄えられたりする場所ではない｡脳は変換器や放送や受信をする装置のようなもので､私を私のI/Thereに結びつけるものなのだ｡私の物質界での経験に関する記憶はすべて私のディスクあるいはI/Thereの意識中に蓄えられており､私の思考はすべて｢向こう｣で起こるのだ｡私は物質界から意識の糸を経由して､物質的な脳によってそれにアクセスするのだ｡脳はただの変換機にすぎず､I/Thereに貯蔵されている記憶を物質界へもたらすためのものなのだ｡
愛のエネルギーというものは必ず物質界の表現を通して流れる､という信念すべてだ｡愛はごく狭い範囲の表現を通して流れる､という信念すべてだ｡愛はごく狭い範囲の表現によってのみ物質界で表現されるものだ､ととらえる信念はたくさん存在する｡中でも特に極端なのが､それは肉体的な性的結合によってのみ表現される､という信念だ｡こうした信念はどれも､『純粋な無条件の愛(PUL)』エネルギーの流れを制限してしまう｡PULが物質界で表現されるのは倫理的ではない､と考えるどんな信念もPULの流れをブロックしてしまう｡自分の信念がもたらす愛に関する解釈から倫理的､道徳的な葛藤が生じるとそうした気持ちはすべて､実際に流れているPULを制限してしまう｡流れているエネルギーがセクシュアルな性質のものだと信じるとPULの流れを制限することになるんだ｡
３人(フォーカス10でのサブリナとレベッカと妻のファロン)全員とのこれまでの出来事をはっきりと憶えている｡３人全員が私のところまでやって来ると私はそれぞれPULを投げかけている３人の女性に取り囲まれ､抱擁される｡私は何の抵抗も感じない｡私は『純粋な無条件の愛』のエネルギーをそれぞれにお返しで投げかける｡そして私たちは暖かく優しい感覚の素晴らしい衝撃と降り注ぐ愛のきらめきのうちに爆発する｡その瞬間至福に包まれて私の肉体は喜びと悲しみと感謝のあまり泣き声を上げる｡私はPULのエネルギーが自分を通って流れるのを許すことで大いなる喜びを感じている｡自分がこの愛を何か違ったものの色合いに変えてしまい､それによってあまりにも長い間その流れをブロックしてきたことに悲しみを感じている｡
第21章 デジャヴ－｢愛のエネルギーに対してもう少しオープンになるように努めること｣
第22章 エド・カーター…｢『アース･チェンジズ』と呼んでいる人間意識の転換を補助する重大な技術になりうる｣
｢そうだ｡そしてタイミングがとてもきわどい部分なんだ｣
第23章 マルチ・ロケーション－
第24章 第２ギャザグループとの再会－私たちは地球スクールの卒業生なんだよ！私たちがそこで過ごした時間は短いがレッスンをとても速く学んだんだ｡去年のきみたちとの実験のすぐ後に我々の種族のメンバー全員が地球スクールを卒業したんだ｡我々はテレパシー的な種族だから『純粋な無条件の愛』の学びが非常な速度で私たち全員に伝わったんだよ｣私は第二ギャザグループの全メンバーの感謝に包み込まれているように感じ始めた｡私と全人類に対する感謝だ｡…
｢きみや他のグループメンバーとこの前コンタクトした結果､我々は今や感情を感じられる種族になった｡我々のテレパシー能力によって､その力が実験後たちまち種族の全メンバーに広がったんだ｡もしそれが我々に起こったようなかたちで地球にでも起こったとすれば､地球の人口は９ヵ月後に現在の数の半分も増加するかもしれないよ…｣
｢我々の興味は『純粋な無条件の愛』の理解を他の種族たちに広めることだ｣
｢我々は地球スクールの卒業生だ｡我々の見地からするとこのスクールの目的はそこに加わる者全員に『純粋な無条件の愛』をさらに大量に経験し､表現することを教える､ということだ｣
｢『地球の核のクリスタル』が遠くにあるこのエネルギーの源と整列することはきみたちのスクールが門戸を開く以前から予想されていた｡人類がその頂点に達しようとする今､きみたちのスクールに『純粋な無条件の愛』エネルギーが注がれようとしているのは何も偶然ではない｡我々はこのエネルギーの中で生きている｡きみたちや他の地球スクールの卒業生たちがいつかそうなるようにね｣
｢そのことを､我々のようなテレパシー的な種族に説明するのに使うような言葉できみたちに説明することはできない｡…我々は他の世界に遠征隊を送るということだ｡人類の言葉で言えば､我々は数多くの船に我々の種族を満載して､他の種族の住む遠い世界にそれぞれ派遣するんだ｡きみたちの知っている物質的な宇宙にある世界もあれば異次元の世界もある｡我々は既知の宇宙のはるか遠く､その彼方まで『純粋な無条件の愛』に関する意識と理解をくまなく広めるというこの使命を果たすために､数多くの船を送るんだ｡我々はここギャザリングに探索者としてやって来た｡地球に――人類と呼ばれるこの種族に起こりつつあった､このことを理解するためにやって来たんだよ｡我々がやって来たときには､起こりつつあるのが今や､我々もその誕生に関わっていることを理解している｡それは我々に起こり､他の者たちにも起こりつつあることなんだ｡我々は今や､自分たちが『純粋な無条件の愛』の気づきを意識の及ぶはるか彼方にまでもたらしていくというプロセスに関わっていることを理解している｣
１年前は｢大量の人類の死｣
⇒｢地球の住民が『純粋な無条件の愛』をますます強く経験し表現できるようになるということは､最重要事項だ｡これは､地球生命系に住む者全員の使命であり､義務であり､目的なんだ｡地球の人々は自分たちだけでなくすべての者に､このことを意識させようとしており､それが『自己』同士の関係に何をもたらすのかを伝え広めようとしている｡我々のメッセージはしっかりとその仕事を続け､『純粋な無条件の愛』の理解を拡大し続けて､それを全宇宙に注ぎ出し続けるように､ということだ｡我々はギャザリングでこのギフトを最初に受けた者の一員として､今後も引き続き､この理解をはるか彼方にまで広めていくつもりだ｣
第25章 最後のコンタクト－我々はエイリアンだからね｡人類とは異質な存在だから､我々の存在を正確な用語で説明することは難しい｡人間の言葉で言うと､彼らがキスを学ぶことで変化がもたらされた｡キスは個人と個人の間で愛のエネルギーを表現する手段だ｡１年前は個人的な表現を試みると彼らの集団には混沌が生じた｡しかし､彼らの種族は学んだ｡彼らの種族は今でもテレパシー的な種族であり､考えたり感じたりすることを他のメンバーから隠すことはできなかったが､個人が愛を表現しても､集団としての精神活動が妨げられなくなっていた｡我々は学んだことをみな､言葉ではなく『純粋な無条件の愛』の行為として伝えるよ｡
起きたことを人間的な見地で想像して心配したり感情的に動揺したりしないでほしい｡我々にとってこれは種族全体の中にエネルギーが誕生する出来事であり､それについて我々は最高に感謝しているんだ｡非常に短期間のうちに我々は意識において絶大な飛躍をとげた｡我々は感情のない種族から『純粋な無条件の愛』のエネルギーのうちに生きる種族へと変化した｡人類とは違ってこれに関する我々の経験は極性に基づく見方に損なわれることはない｡本質的に我々はごく普通の存在から一瞬にしてきみたちの言う地上の天国へと移ったんだ｡人類はこのエネルギーを手なずけ…理解し､分かち合い無条件の愛で受容し合う純粋な状態で生きようとして長い間苦労してきているのにね｡我々はあれによってきみたちの言う地上の天国に移ったんだ｡どうか心配しないでほしい｣
｢去年あなたが､大量の地球人が死んで非物質界に移動するだろうと言ったとき､私はその意味を誤解していたかもしれませんね｣⇒｢かもしれない｣
｢エド・カーターが見せてくれた装置が生きている人類の意識を非物質界のフォーカスレベルに到達させてくれて､そんな大量死はおきないかもしれません｣⇒｢かもしれない｣
｢もう会えないとしても『純粋な無条件の愛』エネルギーを意識の彼方まで広めるという人類の目的を共有している異種族がいることだけは憶えていてくれ｣
｢『純粋な無条件の愛』を経験し､表現する能力によって自然に非物質界をとらえる知覚が開けてくる､と彼は言っていた｡…｡私がプラトニックなそれでいてセクシュアルな色合いを帯びた感覚を求めるのは実は『純粋な無条件の愛』のエネルギーを高めるのに進んで協力してくれる女性を求めるということだったんだ｡…私はプログラムでの自分の知覚を向上させるために知らず知らずのうちに『純粋な無条件の愛』エネルギーの流れを強めようとしていた｡それこそ､私がずっとしていたことだったんだ｡ああいう感覚は私がかけていたセックスの色眼鏡で『純粋な無条件の愛』を解釈したものだったんだよ｡私はプログラムでの自分の知覚を向上させるために『純粋な無条件の愛』エネルギーの流れを強めようとしていた｡それこそ私がずっとしていたことだったんだ｡
｢もうそれがわかったんだから､このテクニックを日常生活でもっと意識的に使えるかもね｡｣
｢誰でもみな『全存在』(完全な存在)としては､男性的でもあり､女性的でもあるんだ｡物質界ではその片方の特性を強調し､もう片方の特性を弱めた肉体のうちに生きている｡私たちは自分自身の片割れが異性の人間の肉体をとって生きていると考えて､それを探しまわっているんだ｡そんなふうに自分のソウルメイトを見つけようとするのはみな､本当は自分自身の失われた半分を探しているんだ｡私の場合では私の女性的な側面をね｡それが､きみが言っていたことだったんだな､『官能』いつかきみの正体を思い出したら驚きが待っている､と言ったのは｡きみは私の『全存在』の女性的な側面なんだ｡きみは私なんだ！…私のセックスの色眼鏡が『純粋な無条件の愛』に色をつけて私の信念がブロックするものに変えてしまっていたんだ｡心から感謝しているよ｣
｢しかしその一方で｢全存在｣が――ふたたびひとつとなった｢より大いなる者｣が――『純粋な無条件の愛』そのものの喜びに満たされて永遠の中を進んでいた､と言ってもいい｡永遠の中を進みつつ､まわりを取り巻くほかの同じような存在たちの愛に迎えられている､と言ってもいいし､それもまた真実だろう｡私たちは光のイルカであり､『純粋な無条件の愛』の力のうちを永遠に泳ぎ続けている､とだけ言っておくことにしよう｡｣
エピローグ－人類の意識は物質界を超えたフォーカスレベルに対してますます開いてきているのだろうか？私にはそれがいたるところで起こっているのがわかる｡…この手のことは意識が肉体を超えたところに開くにつれて､起こってくる経験の典型例だ｡『アース･チェンジズ』の整列がますますピークに近づくにつれてこういうことがいっそう頻繁に起こってくるだろうと思う｡
付録Ａ｢地球の核のクリスタル｣－ウィリアム・ブロード著ニューヨークタイムズ1995.4.4掲載｢地球の核は鉄でできた巨大な六面体のクリスタルかもしれない｣
付録Ｂ｢エクスプレーション27の誕生｣－本書に収録された内容はすべて私がモンロー研究所のエクスプレーション27というプログラムに参加している間に収録し､経験したこと｡
付録Ｃ用語解説

・インスペック－知的存在､｢将来の自己｣
・『聖なる予言』の偶然の一致－ジェームズ・レッドフィールド著

・公園－フォーカス27にある領域｡｢レセプションセンター｣とも

・ディスク－｢大いなる自己(グレーターセルフ)｣または｢高次の自己(ハイヤーセルフ)｣とも｡
・フォーカス34・35－人間の意識を超えた意識レベル｡｢大集合(ギャザリング)｣とも｡宇宙の他の領域から来た知的存在たちが『アース･チェンジズ(地球の大変動)』を目撃するために集合している｡ここでは知的存在たちとのコンタクト､コミュニケーション､相互交流が可能｡
フライング・ファジー・ゾーン－私が初めてライフライン・プログラムに参加したときに見つけた非物質界の一領域｡小さな光のカールのような形をとった非物質的な人間たちの住む領域らしい｡
『死後探索４　人類大進化への旅』
プロローグ－本を書く材料･生活費に対する心配･答え
第１章ディスクの幻､再訪－1975年春の幻
第２章｢好奇心｣の物語､再訪
第３章天からのマナ－心に従って行動すると宇宙がサポートしてくれる
第４章　錆落とし－フォーカス15､計画センターに事象ラインを配置するのに一番いいやり方､リスクが少なくて知的な方法は｢疑いを抱かずに｣｡意図を定めるときに少しでも疑いを感じていると自分の願いと一緒に､疑いを実現させようとする意図を自動的に定めてしまう｡自分の疑いが実現するうちに自分の願いも実現するとは信じられなくなってくる場合が多い｡『ほら､欲しいものが本当には手に入らないだろうってわかっていたよ』などと言ったりすれば元々の願いの実現を否定する意図を定めていることになる｡私たちは平等な機会を与える集団であって､誰かが定めるどんな意図でも､良し悪しを判断したりはしないんだ｡ただ要望を様々な形にしていくよう全力を尽くすだけでね｡もし､疑いの気持ちが実現してきたときに､もともと望んでいた結果をキャンセルするかどうか､それは自分次第なのさ｣－｢肝心なのは意識的にその事象についての意図を定めること｡そうすることによってその事象の実現に向けたすべての局面を認識できる可能性が最大になるだろう｡私の助言としては､意図を直接､私たちのところに定めて､自分の望みをできるかぎり明確に述べるということだね｡どこかで読んだことがあるかもしれないが『御心が成りますように』と言って任せるなら私たちCW(意識ワーカー)は可能な交差の候補を分析して､これまでのきみのあらゆる意図に一番合致する､新しい意図をフォーカス15に据えるだろう｡きみがそういうふうにするなら､きみの依頼が､きみのラインや関係するほかの人のライン上にある既存のすべての事象にうまくあてはまることは間違いない｡時には『事象ライン』を少し調整する必要がある場合もあるけれど､私たちはうまくあてはめていくよ｡そして､疑いを恐れちゃいけない｡ただ､疑いに気づくようになればいいんだ｡自分の意図が達成される過程で疑いが実現するのを見ればそれが確証になって､その過程への信頼が増すだろう｡信頼が増すにつれて､疑いは減っていくよ｣
第５章　さらに錆落とし－家を買うことを計画⇒田舎にあるレンガ造りの家｡X､Y､Zという特徴を持つ｡その家や周囲の環境や特徴を視覚化して意図を定めるときフォーカス15にあなたをその家まで導く『事象ライン』が据えられる｡CWはこれまでの依頼のうち､あなたが住むことになる新しい家に影響されそうな内容をすべて考慮してくれる｡彼はあなたの現在と過去の依頼のできるだけ多くと､うまく合致するのに必要な様々な出来事のために交差ポイントを配置していくんだ｡こうしたことはみんなあなたが自分の意図を定め､いわばボールが転がり出すときに起きる｡
もし､あなたがこの意図に後から付け加えて｢その家が赤くて川のそばにあって友達からあまり離れていないこと｣とお願いしたとすると､CWは慌てて､物事の再調整を開始しなくちゃならない｡フォーカス15にはすでに､あなたのパターン全体に一番合致する家のために､新しい『事象ライン』が何本も据えられている｡きみが元来の意図を定めたときに転がり始めたボールのいくつかはあなたの修正された意図から外れるような出来事を引き起こしてしまうだろう｡CWはこうした出来事の道筋を変更して新たに修正された意図に一番合致するようにしなくちゃならない｡一番合致するようにしなくちゃならない｡要するにCWはすでに起こった出来事やすぐに起こりそうな出来事を織り合わせて新しい願いに一番合致する形にしなくちゃならなくなるんだ｡こうした修正はみな､そういう出来事が時間通りに起こっていくときにあなたの側に混乱を引き起こしかねない｡すでに転がり出したボールのいくつかはレンガ造りの家に向けた元来の意図に向かってあなたを導いていくだろう｡そして､突然､新しい意図に向かって､急激に方向転換するんだ｡そうなると､出来事が起こっていくときに､あなたはどうしたらいいのか迷ってしまうかもしれない｡たとえば､かなり時間がたってから意図を修正したために､もともと選ばれていたレンガ造りの家に導かれてみると､誰かがすでにそれを買ってしまっていた､ということもあるかもしれないんだ｡あなたは､その家が赤くないし､川のそばにないし､友達とは近くないということを除けばほとんど完璧だと気づく｡それでもあなたは､こう考えるかもしれない｡『この家はほとんど完璧だったのに｡まったく､惜しいことをしたわ』ってさ｡実際は､その家を手に入れられなかったことこそ､修正された意図には合致しているんだけどね｡それに､きみが意図を修正すると､最終的にその家を見つけるのが遅れてしまう可能性が高いんだ｣…｢私が意図を定める前に､どんな家がいいかということをある程度詳しく考えたほうがいいみたいね｣…｢じゃあ､自分が望むものをはっきりさせて､あらかじめよく考えてから､その意図を一度だけ定めて､それから手放すってことね？｣
｢まさにそのとおり｡そういうふうにすれば､どんなに速くすっきり物事がまとまるか､きっと驚くはずだよ｡計画センターの人たちが､変化に対応しようとして『事象ライン』を敷き直すために起こる､数々の不要な遅れを避けることができるからね｡そんなふうに『事象ライン』を敷き直すと､物質界では時間がかかるし､混乱するような出来事を引き起こしかねないんだ｣
｢物事の仕組みについて､私が前から理解していた常識の大部分と一致する感じだし､技術的な説明みたいなものを付け加えてくれる｡その説明にも納得がいくわ｡どんな決断についても､事前によく考えておくといいみたいね｡もし､そのCWが正しいとすれば､達成をスピードアップしてくれるかもしれないもの｣
第６章　もう一度､練習セッション
第７章　出撃へのプレリュード－『計画する知性』こそが､この世界を統括しているような気がする｣
第８章　もっと､時間と事象について－『時間／事象ライン(time/event lines)』－フォーカス15－ありあとあらゆる方向に伸びるおびただしいワイヤーが分厚く絡み合ったもの
｢ここにいる者は誰も､人々の人生の出来事を選んだりはしないんだ｡人々が意図や願いを表明するときに､自分で選んでいるんだよ｡計画センターで､我々は時間の織物を扱って､そういう意図や願いが実現するように助けているだけなんだ｡人々の人生に起きる出来事の交差ポイントを管理することで､人々がお互いにサポートし合うチャンスを与えているのさ｡これは､もっと大きな計画の一部なんだよ｣
｢で､モチベーションはどうなんですか？｣
｢ここで行なわれるすべての行動は､関係するCWの能力の及ぶかぎり､『純粋な無条件の愛』による行動となっているんだ｣とCWはにっこりした｡
…これが意図や願いの織りなす､驚くべき｢時間の織物｣なんだ､と気づいたの｡この織物は､似たような意図を持つ､似たようなことをプログラミングしている人たちからできていた｡この織物は､どのようにしてか､そういう人たちを集合させていたのよ｡ヒーリングセンターや､霊的な意識や､その事柄に取り組んでいる人たちをね｡
第９章　正式な一回目の出撃－…きみたちはまだ気づいていないが､あたりを見回してみれば､ここにはほかの人たちも一緒にいるってことが知覚できるかもしれないよ｣｢時間の織物で､きみとでニーズと同じエリアに属している人たちさ｣｢まず手始めにまわりにいる人たちをよく観察するんだよ｡この計画センター(いわゆるあの世の人)と､物質界の両方でね｡見知らぬ人との会話に対して､心を開くこと｡その人たちが､物質的に見てきみの近くにいるというだけでも､時間の織物のうちで､きみのエリアと相互作用で結ばれているというしるしなんだ｡…｣｢こういう特定の人々に会うためには､その人たちのふるまいに現れる願望を､よく観察する必要があるんだ｡似たような願望を持つ人たちは､センターを作りたいというきみの願望と､より密接に関わり合っている｡きみは､出会う人たちと､自分の願望について話し合うといいよ｡特に､たまたまとか､偶然の一致とかで出会う人たちとね｡こういった『偶然』による出会いは､往々にして､計画センターでの出会いの潜在意識的な記憶から生じているんだ｡たいていの人は､こういう潜在意識てきな結びつきをもとに行動することになる｡もちろん､その人たちが意識的にここに来て､そのコンタクトを憶えているなら話は別だが｣
向こうのモンロー研のクリスタルのエネルギーにフォーカスすると彼女(デニーズ)の言うバイブレーションは｢純粋な無条件の愛｣のエネルギーだとわかった｡
第10章　一回目の出撃､デブリーフィング－ほかの思考やネガティブな感覚や感情などが寄ってたかって｢時間/事象ライン｣の物質界での実現を歪め始めていた｡こういうことがあるからこそ､モチベーションや総合的なエネルギーレベルが同じような人たちと一緒に働くことが必要なんだという警告が与えられた｡
第11章　トニーとデブリーフィングの続き－ (モンロー研の仲間で共同探索の途中で飛び込んできた｡) トニーが奇妙な体験をした｡ショッピングモールで買い物をしていたら､突然何かに引張られているような感じがして､その感覚に従っていくと､電気店に行き音声起動装置のついたテープレコーダーを買うことになった｡買った自分が何に使うのか全く思いもよらなかったが､モーエンとの会話で共同探索に役立つことがわかった｡そんな機器があることはモーエンも思いついていなかった｡
モンロー研で出会った助産師のジャネットは｢スターベイビーズ｣と呼ぶものに出会った｡彼女からの情報によると今後2,3年のうちに生まれる赤ん坊たちの一部は物質界に入ってくるときにかつて存在していたときの全記憶を保持したままでいようとしているとのこと
第12章　二回目の出撃－ワフンカの活用｡きみたちの興味と『ビッグプラン』の質問を探求しようという意識的な選択のおかげで､CWたちが他の肉体的に生きている人間たちを導いて『ビッグプラン(アース･チェンジ？)』の役割を担ってもらうようにしていくための焦点ができるのさ｡…｡自分の好奇心の導くままに行動するんだよ｡
きみたちは他の肉体的に生きている人々が『ビッグプラン』について知っていくのを加速しているんだよ(CWのアドバイス)｡
｢ビッグプラン｣とは地球とそこに住む生物を刷新して新たなワンネスへと至らせること｡そのワンネスはすべてを包含し､物質に霊を吹き込むことによって変化する｡わたしたち(モーエンとデニーズ)は､こうして意識の橋渡しをすることによりそれを手助けしている｡
量子物理学についての『踊る物理学者たち』－ある実験で｢光子(フォトン)には意識があるように思われる｣と書いてあった｡
第13章　二回目の出撃､続き－時間/事象ラインは種とシードテープと適切な間隔で一つ一つの植物が芽生えて成長するようなもの(CWより)
第14章　二回目の出撃――デニーズの記録
第15章　｢マックスの地獄｣再訪
第16章　｢地獄の火｣－愛には自動的に人の知覚を超えて開かせる力がある｡
さっき話していた計画センターの人と会話するという意図を定めた｡彼との接続はとてもすばやくきれいにつながった｡
ふたりの間には嫉妬や憎しみのようなものは何もなく､彼らはほとんど何でもすることができる｡『天使』だけが実際に何でもすることができるんだ｡いずれにせよ､スケジューリングセンターは時間､日にち､場所､親となる人､経済状態､人種などあらゆる要因を検討する｡彼らは愛の射撃が行なわれる直後の､転生に最適となるタイミングに集中するんだ｡
二人のための事象ラインを用意する｡
カップルがその人生の間に出会えるように､また彼らの『難物』との相互作用が可能になるようにするんだ｡もちろん､自分の人生を生きるのは､彼らに委ねられているよ｡スケジューリングセンターは､ただ彼らの『事象ライン』がちょうどいいときに交差し合うように機会を用意するだけだ｡
ほかの人々と一緒になることで､彼は自分のエネルギーパターンを変えるチャンスが得られる｡誰を見習うか､自分で選択することによってね｡いい選択をすれば､あるエネルギーパターン､または他の地獄のエネルギーパターン､または他のエネルギーパターンをみな､一度の人生で完全にひっくり返すことができる｡
回顧センターのすべてのテーブルにはティッシュの箱がたくさん置いてあるよ｡確かに自分の全体像をとらえてエネルギーパターンを変えるために自分がしてきたすべての努力､すべての失敗を目にするのは､かなり苦しいかもしれない｡回顧のうちで特に厳しいのは頑張れたはずなのに､頑張らなかったときを目の当たりにすることだよ｡『難物』は自分のエネルギーパターンに舞い戻ってしまうのがいかにたやすいかということを知る｡どれほどの回数自分が死んで同じ地獄へ舞い戻ったかを知るんだ｡本当にそれは苦痛なプロセスかもしれない｡実のところ裁きを受けるというわけじゃなく､むしろ知識を得るわけだがね｡
この世での人生は､信念体系の地獄より苦痛が少ないし､それはこの世での人生で得られる報いだ｡もし『難物』が次の人生で自分のエネルギーパターンを変えられれば､彼は完全にそれから解放され､死んでもどの地獄へも行かずにすむかもしれない｡
(CWの説明)
第17章　三回目のセッション――トニーとデニーズの記録－クリスタルへ行って愛によるワンネスの経験を楽しんだ｡
オーバーソウル(ディスク､I/Theraeのこと)は､彼ら(サダム･フセインやヒットラー)のような人々なしには進歩できないの｡もし､オーバーソウルのメンバーの一人がどこかの地獄に囚われてしまったら､救出が必要なんだわ｡…この惑星も結局のところ彼らなしには進歩することができない｡
第18章　ふたたび地獄へ－モーエン｢…｡もっと明確な情報をいただきたいんです｡｣(CW)｢ああ､わかっているよ｣｢きみの接続をリハビリテーション･センターの誰かに転送するよ｡きみの質問に答えられる者がいるからね｣｢…｡自分がいつも心配し続けて､失うことを悲しみ続けているなら､たぶんそこにいるほかの人もみな同じだろうと気づくときが来たんだ｡それで私は盗みをやめようとしたんだよ｣モーエン｢どんなふうにですか？｣｢…､簡単ではなかったよ｡…｡しかし､私はただ､同じ心配や喪失感を彼らに与えまいと決心したんだ｡そのとき､私のメンターが興味を持ってくれたんだ｣
｢リハブ(リハビリセンター)CWはいつも地獄に引きとどめているエネルギーパターンから自由になろうとしている人がいないか見張ってるのさ｡私のメンターは私を目当てにやって来たんだ｣｢…｡愛は苦しみではない｡愛することだ｡愛が苦しみに出会うとき､その苦しみを和らげるために､できるかぎりのことをしたいと望むものだ｡…｣
・｢多くの場合､リクエストは祈りの形をとってやって来る｡光の存在は奇跡を起こすことができる｡それは比喩的ないみではないよ｡母親が病気や怪我で苦しむ子どものために祈って後にその子が奇跡によって救われたり癒されたりした､という話が新聞に載っているならそれこそ光の存在が働いているってことさ！｣
｢…ディスクのメンバーのひとりが卒業するとディスクメンバー全員が直接PULの供給を受けるんだよ｡…｡ディスクに卒業生が多くなればなるほどPUL(純粋な無条件の愛のエネルギー)がいっそうたくさん全員に分配されたり､ひとりのメンバーに集中して注がれたりする｡光の存在のPULは意識の繊維を通じて流れ､この世での人生を生きていたり､その他のところにいたりする各メンバーに届けられる｡これは本当にディスクの『霊的進化』を加速することができるんだ｡これは､通常の限界を超えて知覚を開いたり､もっと多くPULを経験し表現する方法を教えたりする効果がある｡加えられる愛のエネルギーに助けられて､それを感じることのできるメンバー全員が通常の環境の中で愛に引き寄せられ始めるんだ｡それ自体を基盤として､進化のプロセスを本当に加速することができるんだよ｣
第19章　サタン？－モ(モーエン)｢…サタン(悪魔)に関する信仰の根拠になったものをしりたいんです｣ジャック(CWの固有名詞)｢サタンというのは各地獄に住む者のうち､難物中の難物につけるレッテルにすぎないんだ｣｢特定のエネルギーパターンが最強でPULの量が最小になっている場所だ｡…｣
(モ)｢サタンたちがこの世で生きている人間たちに働きかけることがあるんですか？｣
ジャック｢…｡ある地獄のエネルギーパターンを持つ肉体的に生きている人間がダークサイドからの助けを求める決意をすることがある｡その人がそういう助けを受入れるならその人の持つエネルギーパターンの強さは大幅に増すことになる｡そういう人たちはたいていその過程で痛い目にあわされるが､最高に痛い目を見るのは死んでその地獄へ行くときだ｡…｣⇒失われた魂
エネルギーの補給
第20章　｢うつろな天国｣－小さなキリスト教の一分派のものだった｡小さなというのは同じ信念を持つ人たちで､現在物質界で生きているのは､たった数万人しかいないという意味だよ｡彼らはとても厳格な教義を説く｡牧師のうちの一人だった｡…時々姦通や同性愛の規定に背いたカップルが追放されることがあった｡…二人は今すぐ一緒に(天国と信じられているところから)追放してくれと頼んできた｡イエスの掟を受入れられるよう助けを求めて祈っていると彼(イエス･キリスト)がやって来た｡『純粋な無条件の愛』が彼の光から私へ流れ込んでくるのを感じた｡⇒天国にサタンがやって来たと思った｡⇒追放された⇒神の愛を感じ取った｡⇒『うつろな天国』の端から端まで疑いを広め､人口を減少させた｡そして､神の家センターへ連れていき徐々に教育しフォーカス27などの新しい場所に適応していかせた｡
大いなる啓示⇒｢聖書には神の国は心の内にある､と語っている箇所がたくさん存在する｡『私が自分の内に感じている神の愛によってイエスは私の一部であり､同じ理由から､私はイエスの一部である』と気づき､理解した｣
私たちもみな同じように光の存在になることを目指して進んでいるんだよ｡光の存在の行為はみな､『純粋な無条件の愛』の行為だ｡
第21章　シルヴィアの卒業－シルビアは祈りイエスが迎えに来て欲しいと祈った｡イエスと共に去り､PULをを吸収し､｢イエスの愛を心に受入れたいか｣と訊かれ､｢ええ｣と答え､普通なら信念体系の地獄のどれかに引きつけていたであろうエネルギーパターンが意識されるようになった｡…イエスによる罪の赦しを受入れることができた｡イエスの赦しによって自分自身を赦すことができた｡彼女は自分自身を赦すことができた｡彼女がそのエネルギーパターンによって行動した自分自身を赦したとき､そのエネルギーパターンは文字通り解消し､彼女から洗い流された｡イエスの愛をハートに受入れるプロセスが完了すると彼女は地獄のエネルギーパターンをすべて解除しただけでなく､イエスの愛を経験し､表現する能力が非常に拡大していたのでその時には彼女はすでに卒業生になっていたのだ｡
⇒イエスの愛を心に受け入れ､自分自身の罪を赦し､自分に向けられた他者の罪を赦す｡シルヴィアにとってそれは簡単ではなかったんだよ｡彼女は自分の持つすべてのエネルギーパターンとそれが自他に及ぼす影響を感じ､経験しなくてはならなかった｡…

しかし､彼女はあのようにPULで満たされていたから､それが可能だったんだ｡ひとつひとつのエネルギーパターンが解除されていくにつれて彼女はPULをもっともっと強く経験し､表現することができるようになっていった｡しばらくして､それまでのプロセスでは彼女にはとても赦せなかった本当に大きなエネルギーパターンだけが残ったとき､彼女はそれも赦すことができたんだ｡PULを経験し表現するキャパシティが増していくにつれて､エネルギーパターンの除去が速くなっていき､本当に頑固なものまで除去できるようになったんだ｡それを終える頃には彼女は完全にPULに満たされていた｡PUL以外のエネルギーパターンから行動するということは､彼女の中にはもう残っていなかった｡ほかの存在に対するすべての行為が常にそのPULから発しており､PULによる行為だったんだ｡彼女は卒業生の仕事を引き受ける準備ができていたのさ｡
(モ)(魂の救出にあたり)その時の自分の感覚を信頼すべきなんですね｡
第22章　ディスクの意識－フォーカス27は全体として地球生命系(ELS)の一構成要素
地球スクール(ES)での学びの一部

ディスク＝オーバーソウルは独立した意識的存在

｢ディスクはELSと呼ばれる『未知』の中で知るべきものをすべて収集している｡『大いなる未知』を探索してそこで見つけたものを意識へともたらしている｡
ディスクのメンバーのうち､ある者たちはその存在の最初からずっとCWとして過ごしてきている｡フォーカス27の様々なセンターのワーカーとしてね｡こうしたメンバーたちは物質界での人生を一度も経験したことがない｡彼らはELSのうち､非物質的なコントロールセンターの部分運用について､詳細を収集しているんだ｡彼らは､ELSのうち､『想念形』の側の基幹施設を探索しているのさ｡ディスクメンバーのある者たちはELSのうち､フォーカス22や23､24～26など別の『想念形』の側面を探索している｡またディスクメンバーのほかの者たちはこの世という物質界の中で人生から人生へ輪廻を重ね､ELSのその側面について知識を手に入れている｡さらにほかのディスクメンバーたちはELSとELS以外のスクールとの関係について探索している｡きみたちの言葉で言えば､異星人の世界ということだがね｡
ディスクとディスク外の全メンバーは共にひとつの統一された意識のある自己を認識する『存在』

この『存在』はELSの働き全体について完全な知識と理解を手に入れようとする過程にある｡ディスクはディスク外の全メンバーと相互に分かち合う手段ともなる｡ディスクはしばしばディスク外のメンバーとつながりを利用して彼らの行動に指示を与えることがある｡『未知』についての知識をもっと発見し､収集するためにね｡ディスクは訓練中の意識なんだ｡
訓練は卒業のためのさ｡ディスクはモンローが書いたように消滅に向けて進化しているんだ｡ディスクは自らの中にELSの完全な知識を収集しようとしている｡このプロセスの完了は全メンバーが恒常的なメンバーとなってディスクに回帰することでわかる｡それで､そのディスクは卒業の準備が整うんだ｡｣
CWからの答えはイメージや感覚でやって来たのだ｡卒業､もしくは消滅の際に私は宇宙へと拡大していく､ものすごい感覚を経験した｡
卒業したディスクである私はどんな生命体でも惑星でも太陽でも自分の創造物に入れようと選んだどんな環境でも創造することができた｡炭素を基本とした生命体の存在する､地球のような惑星を創造することもできたし､自分が選ぶほかのどんなものでも創造できた｡…私は､ELSの歴史を最初からすべて把握しており､それを頼りに作業することができた｡卒業したディスクである私はどんな系になることを選ぶにせよそれを自由に創り出すことができたのだ｡
光の存在たちがディスクという『より大きな全体』に属するディスク外のメンバーということはわかっている｡だが､私自身はそういう卒業生ではないし､きみの質問に答える知識は持っていないよ｡
私の仕事は基本的にELSの非物質界と物質界の間でコーディネイトをするという領域のものだ｡それが私の探索している『未知』の領域なのさ｡きみが欲しがっている知識は別の領域のもので私にとっては『未知』なんだよ｡私があげられる最高の情報は光の存在たちがELS自体からの卒業生だということだ｡だから､彼らの卒業というのは彼らが学習プロセスと自分のディスクへの復帰を完了したことを表すはずだ｡彼らの卒業はELSの創造者がそれを創造したときの目的と何か関係があるのかもしれない｣
三人の旅の仲間たちからクリスタルに戻る時間だというシグナルがやってきた｡⇒ビュッフェで食事の風景

クリスタルの中にいる私たち全員が幸せなお祭り気分でPULをたっぷりかき集めながら笑顔でダンスをしていた｡
第23章｢失われた魂たち｣－ディスク外のメンバーでディスクが消滅する(卒業する)際にディスクとのつながりが切断されておいて行かれてしまうかもしれない者たちのこと｡
共同探索者レベッカ｢怒りの表情に対してあなたは愛の射撃を送ることを学んだわね｣
クリスタルの中に入ると私たちはクリスタルの中心で溶け合った｡その中心で私たちはひとつの｢存在｣になった｡この｢存在｣は単なる個人の集まりではなかった｡
それは独自の思考力を持つ自意識のある知的な存在だった｡
計画センターに到着すると私たちはグループとして行動する個人個人に戻った｡
とてもまれなことだか｢失われた魂｣になることも起こる｡どうしてかというと

その人はPULエネルギーの経験/表現から自分を切り離してしまってそれを経験したり表現することが完全に不可能になってしまっている｡それは宇宙(ユニバース)のエネルギーであり､すべての意識にエネルギーを与える駆動力であり､真に身体､心､霊を養うエネルギーなんだ｡その個人は養われている状態から自分を切り離してしまったんだ｡PULを経験/表現する能力がまったく存在しなければその人は自分の『意識』を保っておくのに必要なエネルギーそのものを受け取れないということなんだよ｡
自分の選択によって愛を受けたり愛を与えたりする能力からどんどん遠ざかってしまうんだ｡そういう選択を下し続けることで結局愛を経験したり表現したりする能力から自分を完全に切り離してしまう｡そのプロセスがそのまま自然の帰結に行き着くとすればその人は自分の自意識そのものを結びつけている組織化するエネルギーをすべて失ってしまう｡そして､その人の意識は生のままの組織化されていないエネルギーに戻ってしまうんだ｡
マックス(囚われた魂の一人)の場合

自分から他人の愛を受けるに値しないと信じるようになる⇒他人のほうが愛を受けるのにふさわしいと考え自分自身を他人の経験から切り離し始める｡PULが受けられことが苦痛だから｡…他人からどんなに愛を差し出されても必ず身を引いてしまう｡彼は愛を受けるのにふさわしくないと感じ､そのまま自分を愛から切り離してしまう｡持っている愛がどんどん少なくなるとまずは愛への過敏性が増す｡⇒悪循環⇒PULを経験し表現する能力がまったくなくなってしまうかもしれない｡
自己愛⇒他人からの愛を受入れることができない｡彼の場合は愛を受けるに値するという感覚の欠如､自己受容の欠如(自己嫌悪も)が他人から差し出される愛を避ける原因となっている｡…｡自己受容こそが愛のエネルギーを受入れる鍵なんだよ｣
第24章　｢失われた魂｣の探索――パートナーたちの記録－共同探索によるデニーズの記録⇒イメージが洪水のようにやってきた｡⇒身体がガン細胞を殺すところが見えた｡病気や壊疽の進行を食い止めるために手や脚の切断が必要になることもある｡罠にかかったコヨーテが脚を食いちぎっていた｡火の持つ二重性(破壊と新たな生命を生み出す)になぞらえるイメージ
ジャネットの記録⇒ランディのこと｡誰かの心を開いて無条件の愛を経験させるにはどうすればいいか実験している…
第25章　アパーチャー(ロバート･モンロー著『究極の旅/P405』今後｢孔｣と訳す)⇒クリスタルでエネルギーのチャージ
第26章　エディの幽霊－ゴーストバスターの依頼や⇒付録｢ゴーストバスター初心者のための手引き｣へ｣若い女性の幽霊をアニーとその父の幽霊をヘンリーと呼ぶことにした｡⇒フォーカス27へ⇒アニーの救出

ヘンリーはアニーを連れ出したことに激怒｡近親相姦を秘密にしておきたいという願望が強かった｡デニーズとトニートポール(共同探索仲間)に助けを求める呼び出しを送った⇒4人でヘンリーを取り囲んで輪になった｡けんか腰で怒っている人物をその意志に反して救出するという初めての体験⇒手をつないで輪になりグルグル回り始めた⇒おそらくフォーカス27へ⇒さらに二人の子どもを救出⇒助けを求めたエディとその家族はその後幽霊の存在を感じたくなった｡
デニーズが計画外の幽霊の救出に関する詳細をE-メールで知らせてきた｡
第27章　ユーモアセンター－あるCWがフォーカス27の｢ユーモアセンター｣を探索してみるように提案
非物質界では水の上を歩くことはそれほど難しくはない｡この手のエクササイズで本当に難しいのは自分が身につけている物質界の思い込みに気づくことだ｡その思い込みが非物質界での自分の思考に制限を課してしまっているのだ｡⇒クリスタルで再チャージ
一人のCWにすばやく接続した｡その女性はマネージャーレベルの人物のようだった｡
｢ユーモアセンターの機能を教えて下さいますか?｣
｢ハートのチャクラを開いてエネルギーを与えるきっかけを作るのよ｡人が急に笑い出すとき､ハートのチャクラが開いて､即座にPULエネルギーにつながるから｡笑い出すときの感覚にはかなり強力な自己受容が存在するの｡あるジョークをおかしいと思うには自分の中にそれが自分にとっておかしいんだということを受入れる部分が存在するはずだわ｡あなたがそれについて笑うためにはその特定のジョークに関して自分のその部分に対するネガティブな判断をすべて放棄する必要がある｡自己受容と自己愛は密接に関わっているのよ｡あなたがそういう容認できない感覚を経験してもいいと自分に許可を出した瞬間にハートの中心が開いてあなたはエネルギーのチャージを受けるの｣
｢人が笑い出す瞬間を経験するとき癒しが二つの形でやってくるのよ｡ハートの中心へのPULの射撃でエネルギーが与えられる効果がある｡そして､自己の全体がもっと大きく受容される｡笑っているのは真の自己なので笑い出す経験をするたびに､自分が誰であり何者なのかという洞察を得るチャンスが与えられるのよ｣
(かなり険悪な状況にある人に)ほんの少し愛の射撃を加えてあげたりするというのがユーモアセンターの目的｡そのエネルギーには自己受容の感覚があるし､対立的な雰囲気のときに相手を受入れることにもつながりうるの｣
｢私たちはそういう人(物質界の世界のストイックな人たち－めったに笑わずめったに幸せそうに見えない人たち)に受け入れられるジョークを送るのうにするの｡彼らが自分自身に笑うのを許すようなことをね｡そういうときでさえ､本物の『難物』たちは自分が笑うことを戒めたりするわ｡うまく弾みがついてきたらそういう人たちに『ストレッチする笑い』を送るの｣
｢こういう人たちの多くは思いきり笑うことで得られるエネルギーチャージを本当に必要としているの｡笑うことを自分に許さない､こういう人たちの多くはかなりエネルギーが低くなっているのよ｣
｢ユーモアセンターの役目のうちで最高の笑いは笑われることで傷ついた誰かがその知識を使って､自分自身の見捨てられた部分を発見し､それを受け入れて意識に引き戻すときにやってくるのよ｡人々が笑いながらそういう自分の部分を再統合していくのを手助けすることは私たちの最高の仕事に入るの｣
動物園ではサルは『ストレッチする笑い』を引き起こす可能性でトップクラス｡公衆の面前でサルの二匹がセックスのようなことをはじめたとする｡⇒動物園でユーモアセンターの最高の仕事が行なわれれば少なくとも何人かの人たちはこの場面全体を見て笑い出すでしょう｡そういう人たちは自分のセクシャルな問題のせいでサルたちに指を振って軽蔑のしぐさをする人たちに対して最高に大笑いするでしょう｡
第28章　意識の進化－
1)物質的・非物質的を含むELSの全住民による活動はすべて｢PULをますますたくさん経験し表現できるように学んでいく｣という共通のテーマを持っている｡
2)｢既知の領域を超えて探索していく好奇心｣というのもELSの全住民が共有するテーマ

この第2のテーマは｢ギャザリング｣とも呼ばれるフォーカス34/35にいるほかの非ELSの知性たちにも共通するもののようだ｡
⇒ELS(地球生命系)やほかの系を創ったのは誰か？

なぜそれを創ったのか？
クリスタルで落ち合い､充電
私のディスクを探索することに意図を定めると上に向かって屋根を突き抜けた｡
ディスクの印象が私の心の眼前に形成され始めた｡私のディスク内の自己を表しているとわかる､同心円状の黄色い輪がいくつもそこにあった(原著カバー)｡
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意識の繊維も見えた｡それは黄色い輪のひとつひとつから始まっていた｡そして､黄色/緑色の光のパルスがその繊維を伝わって私の肉体的な自己のいるとわかっているところに向かって流れていた｡何もかも私が初めて見たときと同じに見えた｡私はもう何年も前､友人のロンが古い貨車から屑鉄を切り出すのを手伝っていたときに幻の中でそれを初めて見たのだった｡
私たちはもっと詳しく調べるためにそのチューブに近づいた｡それは昔見たディスクの幻であの人物の肩胛骨の間から出ているのを見たチューブと全く同じように見えた｡透明に透きとおったガラスのようなチューブはあの同じ黄色/緑色の光に満たされていた｡
チューブの中の光はまわりのうつろな空間の暗闇に対して鋭いコントラストでそのチューブを際立たせていた｡しばらくチューブに沿って飛んでいくとまたなじみのあるパターンが見えてきた｡…
｢もしかするとさらに大きな視野の中に存在するもっと大きなバージョンの私なのかもしれないな｣とでニーズに向かってコメントした｡…
ついには第八世代のディスクと思われるものに行き着いた｡私はこのディスクと接続してコミュニケートできるかどうかやってみようとした｡
(モ)｢あなたは意識の進化においてどんな役割を果たしているんですか？｣と私は尋ねた｡
何か暖かいものが私のほうへ流れてきた｡まるで私が空気になり暖かく愛に満ちた甘い優しさの雲が私の中を流れているような感じがした｡それが私の中を流れているうちに私は自分がどこで何をしているのかすべての接続を失ってしまった｡自分をまるごと受け入れる完全な無条件の愛による受容の感覚があまりにも圧倒的だったので､私は思考を集中させることができず､詩文が思考を集中させられないということにも気づかないほどだった｡この感覚が過ぎ去ったとき､私は至福のうちに漂ったまま取り残され､徐々に意を取り戻して､ようやく自分がしていことの意識をすっかり失っていたと気づいた｡
再び接続を試み､もう一度質問をしてみた｡｢あなたは意識の進化においてどんな役割を果たしているんですか？｣
質問を思い浮かべた途端私はまた空気になり､あの暖かな甘い雲が近づいてくるのを感じた｡至福のうちに漂っていた｡意識を失っていた｡⇒意識の進化について探索してるところだった｡あの感覚に襲われて自分を見失うことをさらに数回繰り返した｡いくら頑張って意識を集中しようとしてみてもくり返し同じことが起こるのだった｡
Eメールで記録を比較してみるとデニーズが似たような経験をしていた｡第八世代のディスクとのコンタクトは彼女が以前｢計画する知性｣とコンタクトしたときと似た感じがあった｡
第29章　｢計画する知性｣､最初のコンタクト－計画センターとは別のグループだった｡
｢調整する知性｣がグリッド内の｢計画する知性｣と呼ばれる領域内に情報を流している｡
｢計画する知性｣とコミュニケートするという意図を定めた｡⇒『計画する知性』とその機能について⇒このコンタクトは言葉にするのがとても難しい｡音楽的なふんわりした声でやって来た｡｢計画する知性｣は言葉ではしゃべらなかった｡その代わりに感覚の波が優しく愛に満ちたそよ風のように私を洗い流した｡⇒答えの完全な理解があった｡⇒まったく同じ感覚があった｡
⇒私とのコンタクトによってきみ(モーエン)の意識の周波数が変化しているのだ｡
『私(計画する知性)は自分の意識の一部を万物に貸し与えている』意識は私からそこへ流れていき､また流れ戻ってくる｡万物は他のものとの相互作用を通して私を意識している｡そういう他のものたちも私の意識を共有しているからね｡
あなたの意識はELSを超えて他の系にまで広がっているんですね｡物質的な宇宙全体がすべてあなたの意識の中にあり､あなたがその中にある万物を同時に意識している､ということがわかります｡
それを私の『意識内の(intra-consciousness)』機能と呼んでもいいよ｡きみの住む物質的な宇宙内にある､各系をとらえる意識だ｣
｢しかし､あなたの意識は私の物質的な宇宙と私の非物質的な宇宙を超えたところにある系にまで広がっています｡他の系にまで広がっているんです｡その中にいる者たちにとっては物質的な宇宙のように思われるかもしれませんが私のいる物質的･非物質的な宇宙の中にあるものではないんです｣
｢それを私の『意識間の(intra-consciousness)』機能と呼んでもいいよ｡きみがとらえる物質的･非物質的な宇宙の外にある各系の意識だ｡私はこれを私の『子ら』の意識と呼んだりする｣
｢あなたは『調整する知性』を通して働き系と系との間の移動を計画しているんですね｡私の宇宙にある別の系に住むものがELSから別の系への移動もね｡じゃあ､あなたなんですか――『調整する知性』がフィードバックの返ってこないエリアに注ぎ込む情報を受け取っている『存在』というのは？｣
｢まさにそうだとも！だが私は彼らがフィードバックを得ていないとは言わない｡むしろ彼らがアンテナの不適合に気づいておらず､私の送るフィードバックに気づいていないのだ､と言おう｣
｢ギャザリング｣にいる者たちはある意味でそういう移動の例なんですね｡彼らはあなたが彼らの中にしみ込ませた『アース・チェンジズ』を探索したいという好奇心からここに来ているんです｡彼らの好奇心はELSから彼らの世界の系へ情報を移動させます｡第二ギャザグループもそういう者たちなんでしょう？｣
｢そうだ｣
｢系と系の間の移動は一種の他家受粉なんです｡遺伝学者が花粉をある種類の花から別の種類の花に移すみたいなものです｡新しい種類の色や形状や外観を作り出すためにね｡そういう移動には人間の意識レベルのものもあり､ウィルスのようなものもあり非物質的なエネルギーレベルのものもあるんです｡あなたの努力はみなある特性を寄せ集めて独特の組み合わせを作ることを意図しています｡『未知なるもの』を探索し､あなたが彼らに貸し与えた部分の意識を新しいユニークなかたちで経験していけるようにね｡これは､私が最初の本に書いた『好奇心』の物語によく似た感じがします｡あなたは探査機を作っているんです｡あの物語で私が書いた『好奇心』と同じように｡あなたから貸し与えられた意識で新しい独特な組み合わせを作ることによってあなたは『大いなる未知』をさらに探求しているんです｣…

｢あなたの『子ら』！ディスク／I/There／オーバーソウル――それがあなたの子どもたちなんですね｡彼らはこのELSや他の系の中に住み､そこで育ち学ぶんです｡彼らの意識の能力のレベルは向上していき､しまいには卒業する準備ができるんです｡いわゆる巣立ちの準備がね｡彼らはあなたが貸し与えた意識のより発達した姿です｡彼らが巣立つとき彼らは私の住む宇宙の系を離れてどこか別のところへ行きます｡そうなってもあなたと彼らの結びつき――あなたの意識の繊維はやはり彼らとつながり続けているんです｡あなたはそういう別の系で彼らの活動を意識していますね｡彼らが創造する別の系での活動を！｣
｢それを『系を超える意識(intrer-system

-consciousness)』と呼んでもいいよ｡｣
｢あなたが創造的な表現をするのに物質的･非物質的なELSの中でどういうレベルで具現化することが可能ですか？｣
｢私が創造的な表現をするのにELSとそれを超えたところでは私が意識しているあらゆるレベルで具現化することが可能だ｡他の系で私が意識しているあらゆるレベルで具現化することもね｣(｢計画する知性｣はクスクス笑いながら言った｡)
｢どんなレベルでもあなたの(意識する中には)具現化には制限がないんですか？｣(また笑いながら)
｢そうだ､私の意識する中にはない｡私が具現化できない唯一のレベルは私の意識しないレベルだ｡そういうものがあることを知らないのでその中には具現化できないのだ｡だから､たぶんきみの質問への答えは制限があると言うべきなのだろう｡『大いなる未知』と呼ばれるレベルは私が具現化できないものだという意味でね｡だが､それも完全に正確ではない｡私の子らがその『大いなる未知』の中に具現化しているのだから｣
次の質問を何度か尋ねることになった｡答えの感覚をてにするたびにそれをしっかりつかんでおくことが難しく言葉にしようとしているうちに何度も見失った｡｢ELS内部の進化には一定の普遍的な指向性があるんですか？｣
｢もちろんだ｣その先は言葉によらない答えだった｡
｢…｡常に私が貸し与えている意識のあらゆる部分によって『未知』から既知への転換が行なわれている｡その過程でそういう私の各部分は私と同等かそれにせまるレベルで意識する能力の方向へと徐々に進んでいる｡進化の定まったパターンはますます大きな意識を求めていく｡ますます大きな好奇心を満たす方向へと向かう｡意識の進化は常に子どもが父のようになる方向へと向けられている｡進化の定められた指向性は成長していく意識だ｡｣
｢あなたが『御父(the-Father)』ですか？あなたは神ですか？｣
｢いや､私はいわゆる『神(the- God)』ではない｡きみが出撃で初めて第八世代のディスクを訪ねたとききみは神に会うための正しい方向に向かっていた｡そして､ほんのあと少しでそこへ到達しそうだった｡だが違うよ｡私はいわゆる『神』ではない｡きみは神か？｣
｢いいえ｣
｢それはきもの視点によるかもしれないな｣
｢あなたは多くの宗教が採用する神についての説明にあまりにもよく合致しているように思えます｡あなたはどこにでも遍在し全能のようだし｣
｢ああ､私と私の機能を見て､そういう結論を導き出す者もいるかもしれない｡しかし､私はこの系の中に存在する意識であり､それを超えたところでは､私の子らを通じて存在する意識だ｡私もかつては子どもだったのだ､わかるだろう｣
｢じゃあ､あなたにも父がいるんですか？｣
｢私が私の子らの父であるように､私も私の父の子だ｣
｢これは私を本当にかなりストレッチしていますよ｡あなたのおっしゃっていることを理解するのはすごく難しくて､私は爆発しそうな感じです｣
ジャネット｢…｡あなたを通って伝わっていく愛のエネルギーという点から考えてごらんなさい｡…それ自身について意識することによってそれ自身へと回帰し､それ自身の異なる側面をそれ自身へと伝えている意識のダンスよ｣
｢この進化は意識の性質そのものによって定められているのだ｡意識は常に『未知』を知ることを求めている｡そして､そうすることによってより高く､大きな知る能力に向かって進化していくのだ｡だから『ほかの存在(が進化の指向性を定めた)』と答えておくことにしよう｡なぜなら自らの進化の方向を決めるのは意識の性質だからだ｡私がその意識であり､私たちがその意識なのだ｣
｢『ビッグプラン』というのはこの指向性なんですか？｣
｢『ビッグプラン』は『未知なるもの』の地図だ｡それは知るべき『未知』がもっとあるはずだと私たちが知っているということだ｣
｢教師はすべてを知っているわけではない｡そして､生徒に､すべてを探索する自由意志を与えることで生徒は教師にとっても『未知』だったものを発見することができるかもしれないのだ｣
｢ローカルな『未知』の性質とは典型的な自己発見の『未知』だ｡自己というのは個人かもしれないし､国家かもしれない｡あるいは､ある惑星に住むすべて人､すべてのものかもしれない｡いずれにせよこの自己が常に増大しつつある､それ自身についての情報を維持する能力というのが進化の方向に含まれている｣
｢私たちELSに住む者たちは歴史上のこの時点でどんなことをしようとしているんでしょう？｣
｢それを測る目安になるのは内側へ・外側への意識の流れに気づく､その人の能力だよ｣
｢成長のスパート､しょっちゅう耳にする『アース・チェンジズ』が起こる機会をめぐって現在状況が切迫しているなかでこれはどんな役割を果たすんでしょうか？何が成長するんでしょう？｣
(言葉によらない答え)ELSの意識のより大きな部分が愛の力､愛のエネルギー､その真の性質によって整列する感覚｡愛のエネルギーの流れがELSの意識それ自体の中にある｢純粋な無条件の愛｣エネルギーとは整合しないねじれや､不調和をまっすぐにしている｡成長のスパートはそれ自体の様々な側面がもっと調和のとれた整列へと修正される機会なのだ｡それはカイロプラクターが骨格を正常な位置に戻しているかのような感じだ｡ここの意識であるように思われている私たちは自分の目的や意図について混乱しているが｢計画する知性｣から流れ出してくる本来の意図にかなったエネルギーの流れにもっと調和するかたちで整列させられるだろう｡もっと大きなPULの流れが意図されているのだ｡｢ビッグプラン｣とはこの整列に関するものだ｡現在のELSを見ると｢計画する知性｣から流れ出すPULのまっすぐな流れがELSへと流れ込んでいる｡いったんELSに入るとこうした流れは曲がり､ねじれたラインになってしまう｡私たちの二重性の対立に関する混乱によって軌道をそらされてしまうのだ｡こうした二重性に起因する誤解はPULを他のエネルギーへと変えてしまう傾向がある｡PULのようなものの真の極性(ポラリティ)に関してELSにはかなりの混乱が存在する｡多くの者は憎しみがPULの反対だと信じている｡彼らは長時間をかけて憎しみを減らそうと試みている｡これがPULの意識を増してくれると考えてのことだ｡しかし､実際はそうではなく､こんなふうにPULの増そうと試みるとねじれたラインができてしまう｡それは本来意図された目的からPULの流れがそれてしまうことだとわたしにはわかる｡｢愛｣と｢愛がない｣――それがPULの真の極性なのだ｡PULの意識はより大きいか､より小さいかどちらかだ｡憎しみはまったく別個の問題でありPULを憎しみのエネルギーへとそらしてしまうのはPULエネルギーの非効率的な使い方だ｡PULの意識を増すことに集中すればいずれにせよ自動的に私たちが｢ネガティブ｣と呼ぶ感情エネルギーの多くは減少する｡何かにしっかり集中すれば他のことへの意識は減少する傾向があるからだ｡PULをより多く経験し表現する余地は少なくなる｡注意を向けられなければ､こうした他のエネルギーのレベルは自然と力を失って低下していく｡｢アース･チェンジズ｣はPULの流れについての私たちの理解のねじれを正してくれるだろう｡
私は｢計画する知性｣のメッセージを感じながらただそれに接触しているというだけで信じがたいほど信じがたいほど拡大していく感覚を経験している｡
(モ)｢私個人は今現在この研に関してどんなことをしようとしているんでしょう？｣
｢とてもよくやっている｣(そして､言葉によらない答え)私は自分に流れ込み自分を通り抜け必要なものをもたらしてくれる､PULの流れを示してもらった｡非物質的な意味ではそうした必要というのは純粋にエネルギー的なものだ｡物質的な意味では食物や衣類や住まいやお金などだ｡私を通り抜けている流れはあらゆる包括的な意味で支えてくれる手段なのだ｡…

(言葉によらない答え)｢アース･チェンジズ｣の後､エネルギーの流れの配列により､供給物(食物や住まいなど)と成長は現在困難を抱えている者たちにもっとたやすく供給されるようになるだろう｡
ボブ(モンロー)に促されて二人でアパーチャーを見に行くことになった｡
I/Thereがアパーチャーのこちら側にいるときには私たちから見えている｡それがアパーチャーを通り抜けるともはや私たちの世界の中にはいない｡だから､それは消えてしまうのだ｡それは異なる世界に移っているのだ｡その世界の感覚は｢生(き)のままの整えられていない意識(RUC=Raw Unorganized consciousness｣というものだ｡これは､様々な地獄のサタンたちが崩壊するときに溶けて消えていくのと同じ場所でありまたその同じRUCから万物が創造されるのだ｡ディスク､あるいはI/Thereがアパーチャーを通り抜けるときそれは完全に｢未知｣で取り囲まれることになる｡
それ自身とRUCの境界というのは泡の表面のように考えることができる｡ディスクはこの泡の内側でありその表面でRUCと接している｡ディスクは完全に｢大いなる未知｣の内側にある｡ディスクはELSの中で｢計画する知性｣に保護されつつ知るに至ったすべてを携えてその｢大いなる未知｣の中に入っていくのだ｡
私の感じではディスクが自分以外で既知のものと唯一接触しているのは｢計画する知性｣との接触だ｡また私の感じではアパーチャーを通り抜けるときにディスクはこの接触についての意識を失うかもしれない｡完全に孤独でそれまで｢計画する知性｣について知っていたすべてから分離されたと感じるかもしれない｡
私はこれをボブから受け取っているうちにまた､一冊めの本に書いた｢好奇心の物語｣を連想した｡ディスクである｢好奇心｣は｢大いなる未知｣の新しい領域へと発射される｡ディスク全体が｢計画する知性｣によって｢大いなる未知｣へと発射されていることを除けばだが｡私はこの類似を思い起こしているとき､｢吸引力(Pull)｣と｢PUL｣という言葉の類似性に気づいてハッとした｡｢好奇心｣をELSに引き寄せたのは｢吸引力｣だった｡｢好奇心｣は｢吸引力｣のとりこになっていたからだ｡もしかすると｢純粋な無条件の愛(PUL)｣は｢すべての意識｣のエンジンを駆動するエネルギーなのかもしれない｡
ボブは今また何かを示してくれているが私はそれを正しく受け取れていないようだ｡
ディスクは｢生のままの整えられていない意識(RUC)｣のグループに入っていきその一部を組織化してディスクの持つ認識や｢既知｣に基づく世界を創ろうとする｡いったんアパーチャーを通り抜けるとディスクはそこにあるRUCの粒子を建築材料に使って新しい世界を創造しているのだ｡ボブは行きつ戻りつ､アパーチャーに入ったり､また出たりしている｡アパーチャーの向こう側で彼が何者であろうとそれを通って戻ってくるときにはいずれにせよ彼はやはりボブだ｡彼は私にディスクについて何かを知らせようとしているようだ｡どれはディスクがアパーチャーを通り抜けてからも同じ存在であるということ､そして､私たちの世界に戻ってくるときも同じ存在であるらしいということだ｡…
デニーズとほかの仲間に送ったEメールで私は次のように書いた｡
｢この『計画する知性』とコンタクトした経験によって､私は変わってしまったんだ｡私がかつて悪と見なしていたものを見ても､今は自らの存在の中にPULを少ししか経験していないものの表現なんだと思える｡これはただ､私の視点に知的な変化があったというだけじゃない｡私の中にある何ものかが永遠に変わってしまったんだ｡私はもう､何ものも誰も裁くことはできない｡まるで言葉ではなくて感覚レベルでの理解があるかのようだ｡それが『計画する知性』のコミュニケートした方法だった｡ボブは著書『究極の旅』の中でそれをこんなふうに描写していたね｡
｢始まりはない､終わりもない､ただ変化があるのみ｡
教師はない､生徒もない､ただ記憶があるのみ｡
善はない､悪もない､ただ表現があるのみ｡
結合はない､分割もない､ただ一者があるのみ｡
喜びはない､悲しみもない､ただ愛があるのみ｡
優はない､劣もない､ただ均衡があるのみ｡
静止はない､エントロピーもない､ただ運動があるのみ｡
覚醒はない､眠りもない､ただ存在があるのみ｡
限界はない､偶然もない､ただ計画があるのみ｡｣
(『究極の旅』239頁から引用)｡
『計画する知性』とコンタクトした後になってようやく､私が感傷だととらえていたものはボブがこの文章で表現しようとした『計画する知性』とのコンタクトだったんだとわかったよ｡今､この文章を読むと『計画する知性』がコンタクト中に私に与えてくれたイメージがよみがえってくる｡これを読むと､私の空気の中を漂い流れたあの雲の感覚がまたよみがえってくるんだ｡これを読むとあれをまた感じて私の目には涙が浮かびハートは喜びに満たされる｡私は永遠に変わってしまったんだ｣
第30章｢計画する知性｣の探索－共同探索メンバーは皆裸⇒新しいチャージの仕方⇒自分の内側に注意⇒その人を簡単に自分の中に見つけることができた⇒『計画する知性』とコンタクト⇒意識の進化について質問⇒愛の感覚の中で自分を見失う何サイクルかを経験⇒自分の中にフォーカス⇒答えは私を通って流れていく波としてやってきた⇒世界はみなどのようにして創造されたのか？⇒小さな光の点が未だ具現化されていない濃い暗闇の中で輝き始めた｡その点は大きくなり光の玉になった｡突然音もなく巨大な爆発が起こり未だ具現化されていない闇へと波を送り出した｡まるで小さな石が巨大な静かな水たまりの中に投げられたかのようだった｡波がその源から外側へあらゆる方向に伝わっていくうちにそれは創造主の意識を未顕現化域へともたらした｡いくつもの波が外側へ伝わり続けるうちにそれはますます多くの顕現化域を取り込んでいった｡未顕現化域の中を流れる創造主の意識は組織化していく影響力のようだった｡
突然違った場面にいてデニーズが近づいてきた｡私たちはお互いのすべての側面について完全な愛による受容を感じながら抱擁しあった｡それと同時にファーストキスのような電気的で恍惚とするチャージがあった｡これはセクシャルな行為ではなかった｡抱擁し合ううちに私は自分たちが裸である理由を理解した｡自分自身について何も隠さない状態でお互いを完全な愛によって受容し合うということだったのだ｡
(モ)｢なぜこういう世界が創られたんですか？｣
それらの世界は未だ具現化されていない｢生のままの無意識｣内部で特定の組織化する原理を試してみる､という意図のもとに､実験として創られたのだった｡また､その組織化する原理である､自己の｢純粋な無条件の愛による受容(PULA=Pure Unconditional Loving Acceptance )｣が自己発見を創りだす手段となりうるか確かめる､といった意図もあった｡その世界は自己発見を起こす手段としてPULAが使えるかどうか判断するために創られていたのだ｡
それは創造主が自分自身の部分同士にとある関係をもたせようとする試みだった｡
その関係の報いとしてファーストキスのような電気的で恍惚的なチャージが与えられる､すべてを包み込むエネルギーに基づく関係だ｡この実験の前にはそのような報いが実際に報いになるのかどうかは『未知』のことだった｡報いという概念は知られていたが､PULAがたとえば盲目的な憎しみよりも意識の進化にとってより価値のある報いになるということは知られていなかった｡これらの様々なエネルギーの間での報いとなる可能性の違いは『未知』のことだったのだ｡
創造主は自分自身の独立した一部である､自意識を持つ存在たちの創造を許すような進化のツールを探していた｡それはまたこうした自意識を持つ存在たちの創造を許すような進化のツールを探していた｡それはまたこうした自意識のある存在たちが未だ具現化されていない｢大いなる未知｣に含まれているものに気づくための駆動力でもあった｡そして､このツールは創造主自身の独立した部分たちを｢大いなる未知｣から創造主へと引きもどさねばならなかった｡さもなければその部分たちは失われて､未だ具現化されていないものの素材となる｡もっと生のままの組織化されていない意識へと戻ってしまうかもしれない｡
｢そうだよ､きみが一冊目の本で書いた『好奇心の物語』の隠喩を使うなら……｡ずっとずっと昔時間が生じるよりもはるかな昔に場所がまだ生じていない､ある場所に自意識のある『存在』があった｡それは『光』の玉として知覚されたかもしれない｡この『光』の玉は､『大いなる未知』の濃密で見通すことのできない闇に取り囲まれその中で漂っていた｡この『光』は自らを意識していたが､自らを超えた『大いなる未知』の中に何があるのかはまったく意識できなかった｡それ以上のことはできなかったし､(時間が生ずる前であり)すべての時をそれに費やせたので､『光』は次のように思いめぐらせ始めた｡(私を取りまく『大いなる未知』の中には何が存在するんだろう？)『光』はこの疑問について非常に長い間熟考していた｡まだ時間が生じる以前のことだったが､それでもその疑問について熟考していたのだ｡
『光』はついにある『計画』を思いついた｡(私は私自身の部分を取りそれを使って自意識のある存在を創ろう｡それらを探査機として『大いなる未知』の中へと発射しよう｡その探査機たちが私に帰還するときにはそれは私にとって既知となるだろう)この考えは言うは易く行なうは難しだった｡
『光』は探査機となるべき自分自身の部分を選んだ｡『光』は手の中で(もちろんまだ手などなかったが)野球の球のようにそれらをまとめあげ『大いなる未知』に向かって速球のように投げ込んだ｡しかし､指先を離れた途端『大いなる未知』に到達さえしないうちに探査機たちはバラバラになり､自意識を失ってそれぞれが自分の『源』へと戻ってきた｡
(ふーむ)と『光』はひとり考えた｡(こうした私の部分たちをまとめておけるようななにかをみつけなくてはならないな｡さもなければこれらは目的を果たせるだけの間､自意識を保っていることができないだろう)
こうして､一連の実験が始まった｡こういう自己の部分を自意識のある存在として保っておくためにまとめ上げてくれる適当なもの､接着剤を見つけようとする実験だ｡『光』は自分の中から自意識を持つものとなるべき部分を選んでからすべてをまとめておくための別の部分と混ぜ合わせた｡その間じゅう､『光』は創り出した探査機それぞれの成分とまとめあげる素材について実験ノートに慎重に記録していた｡
実験が進むにつれて､時折､『光』の手を離れても生き延びる探査機が出てきたが『大いなる未知』に入る前に分解してしまった｡また別のものたちは『大いなる未知』の中へ消えていったが二度と決して戻らなかった｡『光』はなぜあるものが分解しあるものが『大いなる未知』へ入っていけるのかその理由がまったくわからなった｡なぜ､どの探査機も決して戻ってこないのか､ということは大いなる謎のままだった｡
(ふーむ)と『光』はひとり考えた｡(二度と戻ってこなかったものたちは､ほかのものたちと同じく崩壊してしまったのかもしれない｡それは『大いなる未知』の中でのことだが｡またあるいは､道に迷って私のところへ戻る道がわからなかったのかもしれない)
それ以上のことはできなかったので､『光』はさらに実験を続け､探査機の意識をまとめておけるような部分を自分の内側に探した｡そしてある日予期せぬことが起こった｡ひとつの探査機が突然『大いなる未知』から出て『光』の中に戻ってきたのだ｡そうして､それが発射されてから帰還するまでに収集したことがすべてその創造主にとって既知となった｡大いに興奮して『光』はその探査機を拾い上げそのモデルの番号とシリアルナンバーを読んだ｡それから､実験ノートの該当するページを開き『光』はその探査機の成分リストを読んだ｡
(もちろんそうだ！)と『光』はひとり考えた｡(それがあったからこの探査機は『大いなる未知』に投げ込まれても生き延びたのだ｡それが､この探査機を帰還させたのだ！そして)と『光』は悟った｡(だからこそ､ほかの探査機たちは分解して､二度と戻らなかった)
『光』が探査機を創るために自分の部分を選んでいるときそういう部分たちの中にはお互いを好まないものもあった｡そういうものたちは『光』の指先から離れた途端､分解してお互いから逃げ出したりしたのだ｡発射されても生き延びて『大いなる未知』に到達できた探査機たちもたぶんそこで同じ理由から分解してしまったのだろう｡帰還した探査機は分解してしまったほかの多くのものたちと同じ『光』の部分を持っていたがまとめ上げるものが違っていた｡それをまとめ上げるものは『純粋な無条件の愛』のエネルギーだったのだ｡
創造の行為において『光』が独立した自意識のある存在となるように意図された､自分の部分を選んだとき､この探査機の部分のうちのあるものはやはりお互いを好まなかった｡この実験で『光』は起こるかもしれない結果に気づかぬままPULを混ぜ込んでいたのだ｡『純粋な無条件の愛』を混ぜ込むというのはまるでケーキ用ミックス粉に水を注ぎ込むようなものだった｡粒子がみな完全に水に取り囲まれ水を吸収するのだ｡つまり､探査機のある一部分がほかの部分を見るときに周囲を取り囲む『純粋な無条件の愛』の層を通して見ている､ということだ｡水はミックス粉の粒子を､わずかながらお互いに分離させている｡そして､その水は愛であり､そういう『部分』はきみたちなのだ｡
探査機の意識の各部分はほかの各部分すべてを『純粋な無条件の愛』の層を通して見ていたのですべての部分が完全に純粋に無条件に愛に満ちて自らの『存在』のすべての部分を受容したいという『欲求』を持っていた｡それによって､探査機の意識のうち､折り合いの悪い部分たちをひとつの『存在』としてまとめるのに必要な統合が得られたのだ｡『大いなる未知』へと発射されてもこの『存在』は統合を保ちそこに『光』の『好奇心』を携えていき､探索を行なったのだ｡
それが『光』が潜在意識的にしたことだったのだ｡その間じゅう――やはりまだ時間は生じていなかったのだが､『光』は『大いなる未知』の中に何があるのかについて『好奇心』を抱き続けていた｡それ自身が持つ『好奇心』はそれまでに創ったすべての探査機の成分中に無意識のうちに混ぜ込まれていたのだ｡その『好奇心』は時としてその探査機の意識をまとめておくのに充分なほどだった｡自己のすべての部分を好奇心という水を通して見ることで､自分たちの部分のいくつかを統合した探査機もいた｡しかし､統合された部分が充分でないと『光』までそれらを引き戻すには意識が足りなかった｡そういう探査機たちは『失われた魂』となった｡送り出されて『大いなる未知』の中で永遠にさまよい続ける『光』の部分となったのだ｡
帰還したひとつの探査機は自らの持つ『好奇心』のためにその『存在』の期限を探索するように導かれた｡それはまた､PULに取りまかれ覆われていたので愛の目を通して『大いなる未知』を見たのだった｡その探査機はその『未知』の中に愛し返してくれるものを探し続けていた｡するとある日､左のほうに(左などというものはまだなかったのだが)自分に向けて愛を放射していると思われるものを感じ取ったのだ｡探査機は向きを変えてその放射の方向に加速した｡すると､ひとつの『光』が見えてきた｡最初はかすかだったが､『光』はどんどん明るくなった｡愛されているという感覚がとても強くなったので､それはほとんど苦痛なほどだった｡それから､探査機はポンとポップコーンがはぜるような感覚を感じた｡そして､『光』が探査機の帰還に気づいたのだった｡
探査機が『大いなる未知』の中で収集したものはすべて､愛のうちに収集されていた｡その探査機と同様に､それが収集したものすべて､『光』を愛した｡『光』と抱擁すると､収集されたものはすべて､ファーストキスのような電気的なチャージを感じていたのだ｡『光』がその探査機が収集したものに気づいた｡まさにそのときに｡その日から先､すべての探査機の自意識は『純粋な無条件の愛』のエネルギーによってまとめ上げられることになった｡それに､そもそもの初めから､すべての探査機たちは『光』の『好奇心』を携えて『大いなる未知』へと探索に出かけていたのだ｣
｢それで『失われた魂』たちはどうなんです？｣
｢『創造主』の最初の実験では『創造主』とその探査機たちを結びつける､意識の繊維という概念は『未知』のものだった｡そのすぐ次に『光』によって創造され発射された探査機｣たちの中にはこうした繊維をつけた救出者たちがいた｡『光』がこうした探査機のために選んだ自分の一部は『失われた魂』たちを見つけだして『光』に連れ戻そうとする願いによって探査機を駆りたて､『未知なるもの』の中を旅するようにしているのだ｣
｢そういう救出者の探査機たちの中にはそういう最初の『失われた魂』たちをいまだに探し集めているものもあるのだよ｣
｢さっき､『創造主』が使う組織化する影響について質問したときに､あなたはデニーズのホログラフィックな経験を使って答えてくれましたね｡あの経験の中でデニーズとひとつの存在に融合しましたが､私たちが抱擁し合ったときに､ファーストキスのような電気的なチャージがありました｡あれが『純粋な無条件の愛』エネルギーなんですか？｣
｢とてもよく似た写しだよ｡そう､たしかにその感覚が含まれている｣
｢そして､あれが起こったときに､デニーズに引き寄せられる感じがしたのに気づいたかな？｣
｢きみの感じた引き寄せられる力､その願望こそ､『光』が発見した､探査機たちを帰還させる駆動力だったのだ｡きみたちが先に創造した恍惚的な世界のうちにきみたちの小グループの全メンバーを集合させたようにね｡強い力だっろう？｣
｢ええ､探査機の創造のうち『報い』の局面について､あなたがおっしゃる意味がわかりますよ｣
｢この電気的で恍惚的なチャージを誘発する探査機同士のどんな接触も探査機にその『起源』と『運命』を思い出させるのに役立つのだ｡というわけで､そうした接触はすべてまさに『創造主』の意図したものなのだよ｣
(モ)｢しかし､私がきまり悪く感じたのは？｣
｢きみたちはまったく裸だった｡言うなればきみたちは､ブルース､きみと他のメンバーが創造した恍惚的な世界に自分のどんな部分も隠さない状態で入ったということだ｡そして､ブルースのすべての部分が他のメンバーに愛をもって受容された｡｣きみが仲間たちのすべてを愛をもって受容したようにね｡ことによると『大いなる未知』のうち､きみの担当する部分にすべてをさらけ出した状態での接触をきまり悪く感じる理由というのがあるのかもしれない｡ほら､『未知』というのはお驚きに満ちているのだよ｡きまり悪さというのは探査機たちがそれを収集して帰還するまでは『創造主』にとって『既知』ではなかったのだ｣｢そしてそれは､まだ時間が『存在』する以前のことだった｣⇒三次元の暗黒に深く入り込んでいた｡なかなかOFFしにくかった｡
｢その進化の縁にある境界線を説明することによってそれは一番簡単に答えられるよ｡その境界線は個人の完全なPULAが個人としての自分自身にとって終わるところに位置するのだ｡個人の完全なPULAが個人としての自分自身にとって終わるところに位置するのだ｡個人が完全なPULAで受けとめ､自分自身に再統合できないような部分を自分の中に持っていればその世界にいるその個人にとって､そこが境界､すなわち進化の最前線となるのだ｡同じようにこの境界は誰かほかの存在について個人が完全なPULAで受容できないようなことがある場合に位置している｡自分や他人の現在受容できない部分をもっとPULAで受け入れていくような方向にこの境界を動かそうとする活動や状況というのがどんな世界においても進化の最先端にある活動というわけだ｣
｢個人がこの進化の結末をイメージすることは役にたちますか？｣
｢結末､すなわちPULAの『源』に再び溶け込みたいという『願い』をイメージすることこそ探査機たちの意識をまとめ上げ『創造主』へと帰還させるものなのだと『創造主』は発見した｡それぞれの探査機の中にある『創造主』の『好奇心』がその探査機を駆りたててもっとたくさんの『大いなる未知』を収集させる｡その愛こそが探査機を駆りたててその進化の結末を探させ『創造主』へと帰還させそれに統合させるのだよ｡
きみもデニーズも『計画する知性』との最初のコンタクトの記録にそのコンタクトで世界観が変わったと記録していたね｡『計画する知性』とのコンタクトを通して『創造主』ともっと密接にコンタクトしたことによって大きな尺度から見たきみたちの『優先順位』が並べ替えられたのだ｡これは探査機が自らからの起源と目的､そもそもなぜ発射されたのかという理由を思い出すプロセスの一部だ｡いかなる行為も――愛のいとなみであれ､戦うことであれ――こうした想起を誘発するものはこの世界の進化にまつわる意図を大いに加速させる可能性を持っているのだよ｡だから､意識の進化の結末をイメージすることは害になるというよりむしろ､役に立つと答えておきたい｡もちろん『未知』は驚きに満ちている｡結果として起こる探査機の行為が自己のPULAを増すことから離れていくものに見えるならば､そうしたイメージングが有害に思われることもあるだろう｡きみの世界ではこれは普通何らかのルールを破ることに関する罪の意識に起因している｣
(モ)｢こうした世界の中での進化の目的とは何です？｣
｢この質問についてはすでにたくさんのことを表現したが､まだそれ以上のことがある｡きみやデニーズや他のメンバーのような者たちが､この進化の目的――つまり『ビッグプラン』｣にどのようにあてはまるのか知りたいかね？｣
突然､デニーズと私は…ファーストキスのようなエネルギー…回転…ＤＮＡの二重螺旋のよう…上へ上へ…

フォーカス27を通り過ぎ､その上にあるもの全てを通り過ぎた｡
暗闇は明るくなり始めた｡隠喩的な意味で言うのではない｡暗くした部屋で閉じている肉体の目に光が見えてきたのだ｡私たちが上昇を続けると共に私はどんどん明るくまぶしくなってきた｡上に伸び始めた瞬間から胸の中心に感じていた圧力がどんどん強くなってきた｡…私たちはさらに上へ…絡み合いながら…上へ…さらにどんどん明るくなってきた｡
今や私の視野全体を照らしているその｢光｣の中で私たちは引き続き上昇していたが､天使たちの脇を通り過ぎているのが見えてきた｡天使たちはデニーズと私のまわりに浮かんでいた｡それは私の知るかぎり､天使と呼ぶしかなかった｡彼らの微笑みによって､私たちは『純粋な無条件の愛による受容』の感覚で輝いた｡彼らはその翼を使ってあおぎ､私たちをさらに上へ､まばゆい光に向かって押し出していた｡彼らの痛罵差は私たちをさらに高く高く上へ上へと持ち上げようという意図のもとにすくい上げるような動きをしていた｡私たちが今夜いつもと違ったかたちでクリスタルに入ったことが思い出された｡…

あたりはますます明るくまぶしくなっていき､やがて私たちは｢計画する知性｣とのコンタクトレベルに到達した｡上から『創造主』からPULが流れ落ちてくるのが感じられた｡私たちがそれを感じたとき､それを感じる者は誰もがその経験によって変わってしまう､とわかった｡その､『創造主』からのPULの流れがデニーズと私に流れ込んだ｡私たちはふたりともそれが自分の中を流れ足から地面へ向かっていくのを感じることができた｡
私たちの絡み合った抱擁は『創造主』のPULを流す導管となった｡そのPULは｢計画する知性｣を通って私たちへ私たちの世界である地球生命系(ELS)へやってきているのだった｡わたしたちは｢計画する知性｣とのコンタクトのイメージをその世界にいる他の探査機たちに送っていた｡こうしたイメージはそれぞれの探査機が自分の｢起源｣､進化における自分の目的､そして自分の｢運命｣を思い出せるよう､手助けするためのものだった｡私たちは足を通してこのPULをELSのレベルにグラウンディングし､そこのレベルを高めていた｡
｢『計画する知性』と『創造主』の意識を地球レベルの世界にもたらすということが､進化における私たちの目的の一部なんですか？｣
｢きみはまさに『ビッグプラン』について説明したと思うね｣と｢計画する知性｣は言った｡
｢なぜ今回はみんな裸なんですか？…｣
｢それは自分自身をありのままで受け入れることの隠喩だと考えてもいいよ｡自分が誰であり何者なのかということを自分からも他者からも隠すような服がないということだ｡きみが感じた決まり悪さは自分自身の部分が他者から受容されることの隠喩だったのかもしれない｡それは､きみの個人的な進化の最先端にあるものを示しているのかもしれない｡ただ､ひとつの見方に過ぎないが｣それは微笑みながら言った｡
自分の中を通り抜けてELSへ…PULの流れの至福…集団…彼らはみな夢を見ているよう…周りの人に説明…レベッカに｢今夜は大仕事よ｣と言ったとおりだったね､と言った｡レベッカは振り返って微笑んだ｡
第31章　｢計画する知性｣の探索――デニーズの記録－｢計画する知性｣との接続によってキリストのイメージがやって来た｡そして１ドル札の図柄のようなピラミッドのてっぺんにある目のイメージが(私が実際に受け取っていたものを表すのにこういう記述はどれも貧弱すぎるわ)｢愛された者｣､｢計画する知性｣の愛/霊の純粋さ､絶対的な力､そして知性を感じたわ｡サタンの物質的な力のうちに持つ極性を感じ､｢愛の源｣すなわち､｢計画する知性｣との間に入り込んでくる人類に対するサタンの怒りを感じた｡
それと長くコミュニケートすればするほど｢計画する知性｣というのがこの究極の愛を与える全知の｢実在｣を表現するにはあまりにも貧弱なレッテルだと気づくようになったわ｡死につつある人が愛のうちに天空に移るのではなく､恐怖によって自分の命が身体からもぎ取られると感じるときに抱く苦痛と死のイメージがあった｡恐怖とパニックがもたらされるのが見えたけれど､これは､失敗したときの強力な暗い側面を説明していた｡…苦痛…こうしたイメージを今､メモを見てもう一度書いていると苦しむ者たちがそういう目に遭ったからといって何か｢悪い｣ことをしたとはかぎらないんだ､と示すためにこういうイメージが選ばれている気がする｡これは私たちの｢神｣に対する罪への罰なんかじゃないんだわ｡単にこの世界の苦闘に参加することによる､自然な結果なのよ｡脳腫瘍は悪いことをしたから起きるわけじゃない｡この地球生命系に参与していることの一要素にすぎないんだわ｡
私はこれを融合させることがこの地球生命系の進化の方向として｢計画する知性｣の定めた使命なんだと理解した｡使命とは死や苦痛や殺す者を愛するように､学ぶことなんだわ｡あらゆる部分が分離したり､愛せないものとはならないようにね｡
このコンタクトの中のどこかで私は｢オーバーソウル／ディスク｣が消滅するとき､それはどんな意味なのかと尋ねた｡その答えとして､新たな世界を創るためにこの｢地球生命系｣を完全に離れる､というような感じを受けたわ｡こうした新しい世界は地球の生命系のように生と死､陰と陽､熱と冷といった､対立し合う極性がない世界かもしれない｡…探索の仲間が増えるにつれて望んでいたような強烈さが希薄になってきたと感じていた｡それから私はこれがまさにこの世界が乗り越えるべきプロセスだということに気づいた｡それに気づいてから私はまだ続いていた経験と教えを感じることができたし､自分がまだ情報提供者(CW)から｢離れて｣いなかったことがわかったの｡…

私は｢計画する知性｣がELSへの出入りや外部の源からの出入りをコントロールしていることを知った｡ELSの外部の系に出ていったりそこから来たりする｢出向者｣たちを調整して現在のELS内部での成長の｢絶好の機会｣を最大限に活かそうとしているのだとわかった｡
私は無条件の愛を経験しつつ新たな活力を得てクリスタルに戻りそれを地球の核のエネルギーにグラウンディングした｡私はこの情報によって新しい目的の感覚を感じ取ったわ｡違った｢見方｣をしたいという新しい願望を感じ取ったの｡こういう意識や､愛に愛を重ねることや｢愛された者｣への帰還を行動に移したい､という願望を｡ここにはサタンも一緒に帰還させることが含まれている｡以前私は新たな冒険に旅立っていくオーバーソウルを完全に自分と同一視していた｡今私はこの使命｢ビッグプラン｣について完全に勇気を持っているわ｡そして､自分自身の意識をストレッチして､それを包含しようとしている｡こうしたストレッチがオーバーソウルの旅立ちつまり卒業のために必須なんじゃないかと思うわ｡
私はこの経験を終えて戻ってきたとき､この世界の地球生命系全体の｢神｣が｢計画する知性｣なのだと感じていた｡｢計画する知性｣はELSの進化に関して､究極的な責任を負っていて､今とても活発に働いているんだわ｡
(モ)私はこの世界の進化の『結末』についてわずかにかいま見たんだ｡まったく新しい『存在/アイデンティティ/実在』が形成されるように『計画する知性』に再吸収されること――完全に霊化された物質世界として再吸収されること､という結末をね｡この新しい実在については今知ることができない｡再吸収されるべき要素(私たち)の成長や変化がまだ『未知』だからだよ｡
第32章　第二ギャザグループ､再結集－1996年､モンロー研のエクスプロレーション27プログラムに参加していたとき私は｢ギャザリング｣にいる｢他の知性たち｣について探索した｡ロバート・モンローは二冊目の著書『魂の体外旅行』の中で地球のまわりの高い軌道にある意識のエリアについて述べている｡彼が｢他の知性たち｣と記述する者たちがそこに集まっていた｡それは､モンローによれば､私たち人間が｢アース・チェンジズ｣と呼んでいるものを観察するためなのだという｡
第二ギャザグループ(モンローがギャザリングで出会った第二のグループだったのでそう名付けた)は､テレパシー的な種族であり､私たちの物理的な宇宙内にある遠い世界からやって来たと称していた｡彼らはまた｢アース・チェンジズ｣を観察するために地球のまわりに集合中の存在たちの連盟に属しているとも言っていた｡彼らによればこの連盟に属する他のメンバーのうち代表団を送る能力のある者たちがやはりそこに集合しており､その能力のない者たちは能力のある連盟のメンバーたちから情報を受け取るのだということだった｡
第二ギャザグループは探索という使命のためにここに来ているのだと言っていた｡そして､私と一緒にお互いの意識について相互に実験してみるのに船の乗組員のうちふたりが実験台になることを志願した｡第二ギャザーグループのメンバーで私が｢スポークスマン｣と呼ぶことにした者と私はコミュニケートした｡その者が連絡係として私とコンタクトを取ることを申し出てくれたのだ｡スポークスマンの主張によると｢アース･チェンジズ｣とは人類がその学習システムにおける二重性を解消することに関係しているという｡具体的には｢愛｣の反対は｢愛がない｣であって､｢憎しみ｣や｢恐怖｣ではないと学ぶのだ､ということだった｡…彼らはこうした感情的なエネルギーが何なのか経験も理解もできないようだった…

⇒その情報が正しいという証拠として『未知』だった彗星が観測される⇒1ヶ月後､1996年3月のデンバーの新聞記事に1996年1月新星が百武(ひゃくたけ)彗星と名付けられた｡⇒スポークスマンは他の種族の活動について非常に高速のリプレイを見せてくれた｡⇒第二ギャザグループが『純粋な無条件の愛』エネルギーについての理解を他のテレパシー的な種族とまさに分かち合っていると思っている段階でリプレイが止まった｡第二ギャザグループによる情報の分かち合いはゆっくりとスタートし､彼らはPULについて学んだことをいくつかの世界に教えていった｡…花火ショーのよう…彼らがひとつひとつの種族に教えていくごとにPULが爆発してその種族の母星から宇宙へと広がっていくようだった｡しかし､そのPULの花火の爆発に伴う美しくまばゆい色彩は燃え尽きてしまうことはなかった｡…目の眩むようなまばゆい色合いをした球形の雲は宇宙に向かって外側に広がり続けていた｡…PULについての理解をさらに多くの者に伝えていった｡…想像を絶するほど美しい色彩と光が爆発し､それぞれの母星を源として常に広がり続ける球体となった｡ある時点で様々な母星から発して広がり続けている､こうした愛の球体のいくつかが､お互いに溶け合い始めた｡(スポークスマン)そうなったとき､何か深遠なことが起こり､｢アース・チェンジズ｣について新たな視点を与えてくれたのだ…亡くなった母と祖母が現れ助言…第二ギャザグループのメンバーたちが身体の中に小さな卵形の光…　卵形の光は大きく明るく輝きだして｢無条件の愛｣のものすごいチャージで私を吹き飛ばした｡…お互いのハートの中を覗き込んでスポークスマンと私は同じ愛のエネルギーでお互いに微笑みあった｡ロビンと私がそうなったように私たちはお互いに融合し自らを無条件に受け入れて愛するひとつの存在となった｡
(ス)｢われわれの意識に入ってみたいかい？我々のテレパシー的な在り方をじかに経験してみるかい？｣
(モ)｢もちろんです｣
…テレパシー的種族…私が旅する途中で出会った｢異種(エイリアン)｣の知性たちはみなやはり私たち人類が｢テレパシー的｣と呼ぶような存在だった｡私がこれまで遭遇してきた中では人類が唯一分離した個人的な存在として生きていて感情的な表現をすることができる意識の例だった｡…非物質の目を右に転じてみると私は自分の意識が何光年も離れたところにいる彼の種族の別のメンバーの中に入っていることに気づいた｡私はその存在の視点からその周囲を見ていた｡…何か建物が構造物のようなものの中にいて自分が女性のような感じがした｡…人間の言葉で経験を考えることは謹むよう約束…自分の意識が今や彼の種族のさらに別のメンバーの身体の中にあることに気づいた｡…
｢ほら､我々は自分の種族に属する他のメンバーの周囲を見るために移動したりはしないんだ｡これは移動なしの宇宙旅行なんだよ｡なぜ､我々がこんなに早く移動できるように見えるのかわかるかい?｣
その言葉と共に私は彼から分離する感覚をおぼえた｡…｢あなたがたは､まったく移動してはいないんですね｡あなたの種族のあらゆるメンバーがいるあらゆる位置のあらゆる詳細をあなたの種族の意識内にいる全員が手にいれられるんだ｡…テレパシー的な種族というのは種族の他のメンバー全員の思考が他のメンバー全員の心を駆け抜けているようなそんな個人の集団なのかと思っていた｡…むしろ､多数の場所にある多数の入力端末のようなここの存在たちを伴う｢ひとつの心｣と言ったほうがいいですね｡そして､あなたの種族のメンバーはみな他の全員の各位置における意識に同時にアクセスできるんですね｡あなたがたの誰もがいつでも種族のどのメンバーの目を通してでもものを見たりできるってわけだ｡あるいはたぶん､あるひとりの目を通して全員が注意を集中することもできるんでしょう｡｣
｢そうだ｣｢…この能力は最近開発されたものだ…｣
｢…ブルース､とても慎重にとても静かにきみの注意をマリア(BX27プログラムのスペイン人の参加者)に移動させてごらん｣
｢きみたち人類はこんなにも強い非常に明確な個別性を持っているんだ｡…もし我々がきみたち人類のようにしっかりと注意を集中させようとすればたぶん我々はみなその場所に囚われてしまい､そのひとつの場所･視点からものを知覚することを強いられてしまうだろう｡その個人が思い出してほかの者を解放するまではほら｡我々はより大きなレベルの個別性をもつ種族になるという実験をしているんだ｡そして､我々は火遊びをしているようなものだと理解しているよ｣
｢あなたたちはみな､種族のあるひとりのメンバーの位置に囚われてしまう経験を冒して個人としての表現をしているってことですね｣
｢別の言い方をすれば我々は『ひとつ』になるリスクを冒している｡とも言える｡｣
｢うわあ｡｣｢もし私が､何をしているのか忘れて経験したことをひとりの人間としての視点から解釈し始めていたら､うっかりと第二ギャザグループの全員を私の視点に閉じ込めていたかもしれない？｣
｢だからこそきみのお母さんとおばあさんがここに一緒にいるのさ｡｣
｢きみはまさにこのプラットフォームの上で一緒に実験したとき『純粋な無条件の愛』を経験してそれを我々の意識に注ぎ込んだ｡そして､我々は全員がひとり残らずきみのいた位置の視点に捕らえられてしまったんだ｡きみはそれをクリックアウトと呼んだ｡あの実験から我々はクリックアウトというのが自然にその罠から解放される方法だと発見した｡きみがあのクリックアウトの間に我々を解放していたら我々はPULを知らないまま自分自身の視点に戻っていただろう｡だが､きみは充分長い間あの視点の中に我々をとどめていた｡我々が我々自身として意識を取り戻し､きみの視点で目覚めるまでね｡そこで目を覚ましたことが､『純粋な無条件の愛』の感情的なインパクトを我々の種族に伝達したんだ｡それによって､我々がまったく知りもしなかったような結果をもたらすプロセスが始まったんだよ｣
｢我々が『純粋な無条件の愛』の意識をほかのテレパシー的な種族(ときみが呼ぶような)者たちにもたらしたとき､常に拡大し続け､常に大きくなっていく『空間』に向かってそれぞれの世界がその愛を放射し始めた｡きみはさっき､この愛のイメージを拡大していく球形の光の雲として見たけれどそれは､実際に起こったこととよく一致している｡ますます多くの世界がこれをしていくうちに拡大していく愛のエネルギーの球はお互いの中にまで広がっていき､混じり合い始めた｡…我々はただ愛のエネルギーがますます広範囲の空間に広がっていき､時には世界同士が近いためにこういう雲がお互いの中に入っていくのを見ただけだ｡…

予想外のことが起こった…

我々はこうした他のテレパシー的な種族のいくつかからとても奇妙な経験の報告を受け取り始めたんだ｡…近隣の種族のメンバーの目を通して見るという経験をしている｡…

同じことが､我々の種族にも起こり始めたんだ｡我々の世界が､他の世界から放射され拡大し､混じり合っている『無条件の愛』エネルギーに包み込まれたんだ｡我々テレパシー的な種族がテレパシー的に存在する別の種族と結合した｡ひとつの言い方としては位置(ロケーション)を自分の種族に属する個々のメンバーの位置だけでなく､まったく別のテレパシー的種族に属する個々のメンバーの位置にも移すことができるようになったということだ｡また別の言い方をすれば､それまでふたつの別々の種族ととらえられていたものがもっと大きなひとつの集団､つまり『新しい種族』になったということだ｡我々の種族に属する個々のメンバーの数が突然増加した｡それはつまり『新しい種族』のメンバーである我々が『新しい種族』として結びついたあらゆる種族のあらゆるメンバーのあらゆる位置にアクセスできるようになったということだ｡…我々は自分たちの意識が拡大したことを理解した､とね｡…我々はより大きな新しい意識のかたちの誕生を目撃しているのだと理解したんだ｡我々は自分たちの持つ個々の特徴を『単一の存在』へと合流させようとしていた｡…このプロセスは『再結集(Re-Membering)』と表現するのが一番適切だと気づき始めた｡そして､我々個々の種族はかつて遠い昔により大きな単一の『存在』であったということ､我々はその単一の『存在』から分離し､自らのアイデンティティにおける別々の視点／位置にとらえられたんだということに気づき始めた｡我々は我々が元々より大きな単一の『存在』であり､その『存在』がまた自らを『ひとつの存在』へと『再結集』しようとしている､と理解するようになった｡我々の現在の理解では『再結集』によって､この『単一の存在』がふたたび存在するようになり､あらゆる種族のあらゆるメンバーが卒業して『単一の存在』になろうとしているんだ｡その『単一の存在』のメンバーたちは『純粋な無条件の愛』と呼ばれる接合物で互いに結び合わされている｣
そして､｢このことは私を『アース･チェンジズ』へと引き戻した｡そして､我々はその意味について新たな理解を得ることになったんだ｡
我々は今やこの『アース･チェンジズ』というものを人類が我々と同じ『再結集』のプロセスをたどること､と見なしている｡そのスケールは我々より小さいにしてもね｡人類は分離というコンセプトを中心とする意識の進化の道を選んだ｡これはつまり､きみたちが『大いなる未知』を分解された視点から探索してきたということだ｡人類としては統合を保っていたわけだが｡きみたちは分離をもっと現実化するために本来持つテレパシー的な能力を潜在意識に押し込めることを選んだ｡きみたちは自分の存在する意識の様々なエリアを壁で仕切り､この分離を維持することを選んだんだ｡人類は様々な世界､位置､視野のうちに存在する｡ブルース､きみはこうしたものをフォーカスレベルと呼んでいて､これまで探索してきたね｡これからさらに発見して､気づいていかなくてはならない位置がまだほかにもあるんだよ｡きみたちは自分のことを､人類と呼ばれる種族に属する個々のメンバーであると見なす傾向がある｡我々は今や『アース･チェンジズ』が人類の意識の新たなかたちでの誕生であると考えている｡人類と呼ばれる『単一の存在』の『再結集』であるとね｡この存在はもともとずっとあったものなんだ｡｣
想像してごらん､｢ひとり｣しか､メンバーのいない｢種族｣を

｢意識｣が外向きに拡大していく――その｢ひとり｣の見わたすかぎりに｡
想像してごらん｡その｢種族｣が拡大して十の存在になるのを

｢意識｣は今や､その十すべてに拡大する――｢ひとり｣のみわたすかぎりに｡
想像してごらん､その｢種族｣が拡大して､何百という存在になるのを

｢意識｣は今やそのすべてに拡大する――｢ひとり｣のみわたすかぎりに｡
想像してごらん､このプロセスが続き､やがてはその数が｢神｣のみぞ知るほどになるのを｡
想像してごらん､人類すべてがその元々の種族のたった一人のメンバーであるということを｡
エピローグ　好奇心の父への旅－デニーズと私が意識の進化について探索を始めたとき､私たちは私のディスクからスタートした｡私たちは認識の繊維をはるかにたどって｢意識｣へと至ったが､その途中でどんどん大きくなっていく､いくつものディスクを発見した｡それぞれのディスクはより大きなバージョンの私として､より大きな視野の中に存在した｡私たちは探索していた｢意識｣の鎖の中で遭遇した第八ディスク周辺で止まり､コミュニケーションを試みた｡その｢存在｣は私たちが｢計画する知性｣と呼ぶものだ｡そこで私たちは自らの境界を超えて知ることを求めている｢原初の創造主｣の｢好奇心｣について学んだのだった｡そこで私たちは｢原初の創造主｣がどのように自らの部分を取って最初の探査機たちを作りあげたのかを学んだ｡探査機､すなわち｢創造主｣の｢好奇心｣を｢大いなる未知｣へと運んでいった､自意識のある存在たちを｡
私はこう思う｡｢創造主｣の最初の探査機のひとつがある時点で自らの存在の起源を悟ったのだ｡｢大いなる未知｣の中を移動し､そこを探索しているうちに､その探査機は｢原初の創造主｣が自らを超える｢大いなる未知｣を探索するために採った手法を思い出したのだ｡さらに深い探索を可能にするためにその探査機は自分を創った｢創造主｣の手法を真似ることにした｡自分の部分を取って自分の意識を接合するために愛を混ぜ込み､この探査機たちを｢大いなる未知｣の中へと発射したのだ｡このプロセスが何度も何度もくり返され､｢意識｣の長い鎖は｢大いなる未知｣の最深部にまで伸びていった｡
デニーズと私が意識の進化について探索を始めたとき､私たちはふたりとも開けた草原で草をはんでいる鹿だった｡ふたりともどんどん大きくなっていく自分をたどる旅を始めていたことなどまったく知りもしなかった｡この旅によって｢原初の創造主｣に端を発する｢意識｣の鎖をたどっていくことになるとは考えてもみなかった｡現地ガイドの石が私にあたったとき――私という空気の中を暖かく甘い霧の雲が通り抜けたとき――そのときになって初めて私は気づいた｡私たちはみなそれぞれ｢好奇心の父｣へと戻っていく航海をしており､その航路をデニーズと私は海図にしていたのだと｡
付録Ａ　｢ステート・スペシフィック・メモリー(状態特有の記憶)｣と
ヘミシンクの記憶モデル
付録Ｂ　ワークショップ
付録Ｃ　Afterlife Knowledge ウェブサイトについて
付録Ｄ　用語解説
『死後探索マニュアル』※http://www.chitac.com/別頁へ
【目次】プロローグ－①亡くなったとわかっている人とコミュニケートする方法をみつける｡
②この亡くなった人からほかには知る手だてのない情報を収集する｡③この情報が真実であり､正確であり､本当であることを実証する｡④こうした証拠を集め続ける｡亡くなった人や｢向こう｣に住むほかの存在たちとコミュニケートすることはごく当たり前の日課となる｡あなたは疑いの余地なく私たちが物質的な世界を超えたところで存在し続けることを知るだろう｡
第I部　意識についてのコンセプト
１ 意識についての捉え方－物質的な宇宙の中に存在するものはすべてなんらかの意識が形を取り､姿を現したもの｡
私たちの物質的な宇宙にある物体はすべて――地球も月も惑星も…より大きな｢意識｣が内包する､小さな｢意識領域｣であると考えることができる｡
同様にこの宇宙にある岩も木もリスも…｢意識｣が内包する､小さな｢意識領域｣であるととらえることができる｡
私たちの宇宙は存在する唯一の宇宙ではない｡他の宇宙は｢非物質的な次元｣と定義するほうがより正確かも
２ リラックスとエネルギー収集/３ アファメーション
４ 信念　５ 意識の構成要素
II部　意識的な探索のツール
６ 導き /７ハートの知性 /８上からのエネルギー収集
９ 愛 /10 準備のプロセス
第III部　死後探索のテクニック
11 死後の世界の地図　/12 探索テクニックのまとめ
13 探索のための注意集中　/14 知覚の手段としての想像力　/15 非物質的な感覚による注意集中
16 注意の焦点5を別世界にシフトする　/17 ヘルパー
18 注意事項､ショートカット､上級のツール､探索すべき場所
第IV部　救出を基本とする探索
19 救出の技術　/20 救出のプロセス
21 最初の救出エクササイズ
22 フォーカス23での救出の例
23 信念体系領域の救出エクササイズ
24 信念体系領域の救出の例
25 特定の亡くなった人の訪問または救出
26 特定の亡くなった人の訪問または救出 ――その例
27 ｢自分の側面｣の救出
28 ｢自分の側面｣の救出――参加者の体験
29 救出の先にあるもの　/30 情報源　/プロローグ
モーエンの著書⇒スターチャイルド？
2012年問題とアセンション
アセンション(ascension)とは　宗教用語で次元上昇

ニューエイジ用語で｢惑星地球の次元上昇｣｡物質世界から意識世界(Consciousness World)への昇華(しょうか)すること｡物質世界の重い波動を超越して､軽やかな､あるがままの自分に戻ること｡(今日初めてこの言葉を知り､ネットのおかげで一気に気になっていた2012年問題の真実が明らかになりました｡)
アセンションの存在を支持する人々によれば､｣アセンションとは人間もしくは世界そのものが現在の三次元から５次元のような高次元の存在へと進化すること｡アセンションの存在を支持する人々は､アセンションは2012年前後に起こるのではないかと推測しており､現在の地球の環境問題や混沌とした社会現象､人間の善悪に対する意識レベルの低下をその変化への前触れであると見なしている｡ 

なぜ2012年頃に何が起きるといわれているのか？

1)マヤ・カレンダー
・マヤ文明は天文学に優れ､異なる周期のカレンダーを持っており､長期暦では25800年にたる周期の一つの終わりが2012年にくるとしている｡そのため2012年で人類も終わると解釈されたのが2012年終末説の始まりとも言われている｡
・コルマン博士によると､マヤカレンダーは人間の意識の進化の予定表ともされ､人間は内的に成長し自然と調和できる状態へと進化しなければならないとしている｡2012年は一つのサイクルの終わりであり､人類がどのような道を選ぶのかが次のサイクルの決め手となる｡ 

2)ホピ(ホピとは彼らの言葉で｢平和の民｣)族の預言
http://www.y-asakawa.com/message/report-mexico3.htm
・ネイティブインディアンのホピ族の中に伝わる｢生命のはじまりから浄化の日まで｣の預言｡
・ホピ族の最も古い村であるオライビの丘の上にある岩絵には､人間が出現してから滅亡するまでの歴史が刻まれているという｡その絵には一つの線から上昇する二つの道が描かれており､一方は精神性を向上させ自然と調和した世界の道と､もう一方は物質的な世界を進み破滅する道がある｡
・｢暦の終わりには青い星が輝き､赤い星が輝くときに終わる｣とされ､長老達は1995年に飛来した青い尾を引く｢ヘール・ボップ彗星｣の出現が地球全体の｢浄化｣が始まる前兆であるとし､すでに人類は破滅の道を自ら選び､ホピの預言の成就が近づいたとされている｡ 

3)日月(ひつき)神示･一二三(ひふみ)神示
・幕末から明治にかけ日本に起こった黒住･金教･天理･大本の流れの最後として岡本天明に降ろされた神示｡
・この世はまもなく大峠を迎え､御霊磨きができた人間が生き残れるという｡人は半霊半物質(ライトボディ)化する｡世界がひっくり返るような状態となる建て替え直しの後､新しい世界が始まる｡その始まりは｢新しき御代の始めのタツの年｣とされており､これは2012年(辰年)ではないかと言われている｡その間､大きな戦や人口の2/3が無くなるような出来事が発生するという｡ 

4)ファティマ預言
1917年ポルトガルのファティマで､３人の子どもたちの前に６回に渡り聖母マリアが現れ世界の終わりを告げたという｡預言は３つ｡第一の預言は第一次世界大戦の終結と第二次世界大戦の勃発を､第二の予言は､旧ソ連の勃興を予言｡そのとおりの歴史となった｡問題は､第三の預言で､この内容はまだ公開されていないが､近々起こる人類の破滅に関するものに間違いないと言われている｡現在ファティマの地は､聖母の出現は奇蹟と正式認定され聖地としてカトリック教徒が何百万人も参集する場所｡ 1981年5月2日｢ファティマ第三の預言｣の公開を要求するハイジャックが起きた｡ 

5) 聖マラキ預言
聖マラキは､歴代のローマ法王にどのような人物が即位するのかを預言したといわれており､最後の法王は112代で終わる｡現在の法王ベネディクト16世は111代のローマ法王であるが､高齢な事もあり健康上の理由で早期に112代に継承される可能性が高い｡その時期と相まって､2012年の終末説が関連づけされている｡ 

6)惑星Ⅹ(ニビル)
古代シュメール文明の遺した粘土板に太陽系惑星の他にニビルという星が記されている｡考古学者シッチン博士は､この第10番目の惑星は｢ニビル｣と呼び､3600年ごとに地球に接近し災厄をもたらす｢巨大な赤い星｣だとしている｡1987年､NASAが｢惑星Ｘ｣として冥王星の彼方に惑星がある可能性を公式発表｡2012年にニビルが再接近すると言われているが､その動向はまだナゾのままだ｡ノアの箱船等に代表される世界各地に残っている洪水の伝承は､この惑星によるものという｡ 

7)惑星連合
1950年代の始めに惑星連合の｢ASHTAR｣が紹介されたのが始まり｡そのなかで､地球の周波数の変化が起こっており､地球の夜明けが近づいているという｡その後1990年代に入ってから､地球外の意識体とのチャネリングをする人が増加､ＤＮＡの変化があることやフォトンベルトにも言及｡マシューメッセージ等も2012年は一つの区切りであり人類滅亡の危機があるが､惑星連合(地球外生命体､意識体)からの救済があるという｡ 

8)フォトンベルト(Photon Belt)
・銀河系にあるとされている高エネルギーフォトン(光子)のドーナッツ状の帯｡太陽系はアルシオーネを中心に約26,000年周期で銀河を回っており､その際11,000年毎に2000年かけてフォトンベルトを通過するとされている｡地球が次に完全突入するのは2012年12月23日で､その時には強力なフォトン(光子)によって､人類の遺伝子構造が変化し人類が進化するという説｡
・初出は1981年でオーストラリアのUFO雑誌で､1991年に科学ジャーナル誌の『Nexus magazine[1]』で衆目を集めた｡
9)太陽の爆発
Severe Space Weather Events等の報告によれば､太陽活動が極大化する時期が2012年頃と予想されており､その強大な太陽嵐が地球に影響を与える｡　2010.9.10
私達が真に願うべきことは｢終末｣ではなく､｢アセンション｣
・自分が魂と光の存在であるという自覚をする｡
・人間の個人のレベルでいえば欲を捨て､心･魂を磨く｡
・日々を楽しく､感謝に満ちて､ワクワク暮らす｡
・自分の欲望ばかり追求せず､多くの人と分かち合う｡
・物や知識を独占するのではなく広く共有する｡ 

・広く動植物を慈しみ､生態系を保存し､子孫に伝える｡ 

・日光､空気､水､食物に感謝して､自他の生命と人格を最大源に尊重する｡
・悪い想念で汚した地球を元に戻し､これ以上の環境を汚さない｡　
宇宙からのメッセージ『波動の法則』
足立育朗(いくろう)著　｢波動の法則｣　目次
はじめに
第一章　宇宙との調和
第二章　｢波動｣と現代地球文化
第三章　中性子・陽子・電子の構造と性質
第四章　三つの｢意識｣と｢意志｣
第五章　原子核の集合体の(EXA PIECO=本質≒魂)のスタディ
第六章　地球文化の未来-時空間移動(テレポーテーション)を経て
第七章　宇宙の法則と波動
第八章　病気の本質
第九章　これからの生き方について―質問に答えて
はじめに
 ・地球よりはるかに調和のとれた文化を持ち､この銀河系の知的生命体が住む､700億以上の星からの情報や他の銀河系からの各種情報の一部を報告し､あとは実現できるよう実行あるのみです｡現在の地球にはいたずらに議論をし､時間を浪費している余裕がないようです｡…

 ・来るべき素晴らしい真の宇宙時空間時代に間に合うよう､地球の人間の一人でも多くの方が､宇宙の法則の本質に気づき､一時も早く意識(と意志)の変換が行なわれ､行動をとられるよう､心を込めて愛の振動波を送らせていただきます｡信じる必要も､説得される必要も全くありません｡ただただ深く気づくのみです｡新世紀のために｡1995.11.8(まえがきより)
第一章　宇宙との調和
・だれもが｢本質｣という｢意識｣と｢意志｣を持っている

・宇宙との調和度を知る
・地球全体の調和度は？－波動周波数が低く予定と現実に大変な差⇒今の地球の文化に最も必要な情報を提供することになった｡
第二章　｢波動｣と現代地球文化
・｢創造｣と｢直感｣はどう結びついているのか⇒設計やアート､大きな発明や発見や大転換をした思想などは直感･閃き
・設計の仕事をしていて気づいたこと
・｢直観｣｢閃き｣の元は｢波動｣から起こる⇒共振・同調
・｢波動｣には周波数･波長･波形･振幅がある｡⇒共振・同調して受振する

・顕在意識が人間の気づきを妨げている⇒｢直観｣｢閃き｣のほうが本当の｢クリエーション｣｢創造｣に近いのではないか
・｢波動｣で宇宙から情報が入ってくるならば､｢そう思った｣ということを意識として｢発振｣⇒スケッチブックにメモを取った｡自動筆記のような形式｡約２ヶ月で手応え

・輝石で実験､物理的変化が起きていることがわかった

・妹と共に科学的な資料集め

・関英男とサイ科学会とウイリアム・カウツ博士-ところが､直感力応用センター(CAI)の主宰者カウツ博士によれば､潜在意識には自らの過去の記憶が蓄積されるだけ｡潜在意識の外側には､さらに超意識と呼ばれる層があり､ここに人類の過去､現在､未来に関する全情報､さらには宇宙の歴史といったようなことも存在するという｡この超意識が他の人と共有され､われわれは超意識のレベルでつながっている｡
・どのようにしたら自分の周波数変換ができるか⇒瞑想⇒不思議な状況が起きてきて､顕在意識はそのままの状態でありながら､あらゆることがふだんの感覚とかなり違った至福に満ちた安らぎを伴う､時にはまばゆい光の中につつまれた精妙な形で伝わってくる－３年間そのような状況を体験するのと並行して自分自身にも妹と同じような形でプログラムした情報が入ってくるか試した｡
・妹⇒｢誰でも必ずできる｣⇒増幅装置の形態を見つける⇒図が完成⇒図のコピーからもエネルギー

・｢波動｣のエネルギーそのものが宇宙の全ての現象を起こしているということを理解しない限り､最終的に中性子と陽子がどういうものであるか､｢意識｣と｢意志｣の関係も今の文化の状態だと､たどりつけない状態

第三章　中性子・陽子・電子の構造と性質
・中性子＝人間の｢意識｣＝調和
陽子＝人間の｢意志｣＝愛(愛情ではない)
電子⇒現実化する役割､モジュラー､コーディネーター
・全ての存在に原子核があり､その中に中性子と陽子
・空気のある空間は｢意識｣と｢意志｣が詰まっている｡
・｢自然の法則に例外はない｣
・全てに調和がとれて行きわたっているというのが前提⇒例外､自我をカット⇒歪みが正される
第四章　三つの｢意識｣と｢意志｣
①顕在意識(ＤＩＫＡＧ)-安全に生きる､思考､決心､行動－頭蓋骨の内側､潜在意識と顕在意識がフル活動しても10％
・潜在意識に近い状態※心理学とは少し違う(ＦＩＫ)－過去の情報､顕在意識が行っていないほとんどすべての部分を受け持つ｡膵臓が潜在意識の振動波を受振･発振

・都合が悪いものを避けてしまって精神と物質とを分離した形で自然科学を追究すれば物質化されたものを追究していって積み重ねるうちに理解できるというとらえ方で進んできている｡｢意識｣と｢意志｣を別にしてしまった｡別の学問で心理学というものを生み出した｡あるいは宗教的には説明できても科学的には説明できない｡
・現実にはすべての鉱物､植物､動物､人間には顕在意識､潜在意識､ともう一つ｢意識｣と｢意志｣が存在する｡
・本質的なもの－｢意識｣と｢意志｣の集合体　EXA PIECO(エクサ ピーコ)　≒　魂のようなもの
これが｢本質｣であってボディは借り物｡
・自然の法則の中で宇宙の全ての存在物には原子核の集合体が存在しており､それらが皆スタディをしている｡
・今､地球自体のエネルギーが大きく変化し､周波数が変換して宇宙の中で大転換をする時期に来ているということを踏まえて……(P101)
第五章　原子核の集合体の(EXA PIECO=本質≒魂)のスタディ
・自然の法則にかなった調和のとれた意識でスタディを積み､実行していくに従って周波数が上がる｡現実に何か調和のとれた決心をするとその瞬間に原子核の数が増え､それを実行して実現するステップを踏むと､体験して味わった原子核の集合体(EXA PIECO)は成長する｡
・不自然な自然の法則に反するような意識で顕在意識が行動をとり続けると､不調和な振動波を出し続けて周波数が上がらず､これが下がっていく｡そうすると原子核の集合体の数がまったく増えない｡｢本質｣である原子核の集合体はスタディをしたくてそのメッセージをいろいろな形で顕在意識に振動波として送っている｡ところが､ふだん地球のこの文化のベースになっている基本的な考え方を主体にしていき､より安全に自分のボディを守ろうという顕在意識が強いとそれを受け取れない｡エネルギーはすべての存在物の調和がとれるように例外なく均等に行きわたっていくもの｡｢人間だけ｣という意識は自然の法則から見れば不調和です｡そういう意識で行動をとっている限り､顕在意識は常に不調和な振動波を発振している｡
普通の人間の顕在意識(ＤＩＫＡＧ)というのはしがらみなどが基本的にベースになって素直に入ってきた子どもの情報をコントロールして歪めてしまう｡これは地球がシフトし､人間の文化がシフトしていく段階のステップとして止むをえない｡しかし､基本としては､今､気づかなければ大変な方向に向かっていくだろうと情報では伝えられている｡
｢本質｣の方では本来､人間のボディを借り､自然の法則にかなって調和のとれた意識をスタディしています｡この｢本質｣――原子核の集合体(EXA PIECO)は鉱物から始まって､確実にスタディをし､だんだん成長して原子核の数が増え､構成の仕方も変わってくる｡植物を選択したり､動物を選択したり､人間の原子核の集合体として今度は人間のボディを選択したりという､成長の仕方をしていく｡
未来の時空間から来たメッセージを人間のボディに伝え､実行し､スタディをし､体験をして味わって､｢本質｣を無視して､自分のボディだけを守ることに専念し始めてしまっている状態が､今の文化｡
とりあえず直接調和のとれた振動波が入ってくるようにするしかない｡歪んだ振動波を発振しない｡
顕在意識の変換をし､自然の法則にかなった調和のとれた意識変換をしていれば､またそれを常に心がけて顕在意識が｢本質｣と一体化するように､調和のとれた振動数を受振､発振し､同調できるようにしていれば､｢本質｣が受振した情報はそのままストレートにわかる｡
即実行するという形で実現すれば､これはまた｢本質｣が喜んでスタディできる｡
そうすると不思議なことに､その｢本質｣に未来から情報が入ってくる｡
さらにそれを具体的にそのまま実行すると原子核の集合体の中の原子核の数が増える｡本来は自然の法則にかなって調和のとれた情報が未来の時空間からちゃんと｢本質｣のところに入ってきている｡
それを｢本質｣と同調できるように､顕在意識(ＤＩＫＡＧ)の方が素直に｢意識の変換｣をして自然の法則にかなった調和のとれた状態にしておく｡
常に｢本質｣と同調させておく｡そうするとこれは自然に｢本質｣に入ってきた情報がそのままストレートにわかるから､いつでもどこでも直観､閃きが起き､それを実行するために｢決心｣が必要になる｡実行する｢決心｣をしないうちに何となく行動をとっているというのは｢行動｣ではありません｡
｢行動｣というのは｢決心｣をした時｡悩みながらとりあえずこうしておくという､これは｢行動｣ではない｡
｢決心｣するということは原子核の集合体の数が増えるということ｡
そうすると自分の身の周りで起きている全ての現象は自分が発振した振動波と同調したときにその現象が起きるわけだから､当然今まで目の前を通り抜けていたような振動波と同調できるようになる｡発振する数が増え､受振する装置も増えるのでその現象が起きるようになる｡
自分が｢決心｣して調和のとれた振動波になると同調しやすくなる｡その状態が瞬時に起きる｡｢決心｣する前と｢決心｣をした後では全然違う｡｢｢波動｣｣で理解できていない文化だから､それに気づいていない｡現象でしかとらえないから､奇跡とか偶然になってしまう｡｢波動｣で理解できる文化のレベルになれば当然のこと｡
｢決心｣するということは｢損か､得か｣ではない｡
即答えであり､迷いがない｡それをストレートに受け入れてそれを実行すること､これは自然の法則にかなって調和がとれている｡自然はそのようにできている｡
｢決心｣した時点からその振動波は出ているからこちらで行動をとらないうちにダイレクトメールでその答えが来てしまったりバッタリとその人に会ってしまったり､電話が入ってしまう｡調和のとれた意識で行動をとり出した人は､必ずそういう体験をしている｡大切なのはそのくり返し｡
基本的には調和がとれた状態で原子核の集合体がスタディをし､周波数が上がって自然の法則､｢本質｣に近づいていく｡宇宙全体の時空間をコントロールしているそういう｢本質｣というのはやはり宇宙全体の重心に｢意識｣と｢意志｣としての振動波で､一番調和のとれた存在があるようです｡それが究極の宇宙意識で(ＥＨＫＯ)と言う｡調和がとれた状態で原子核の集合体(EXA PIECO)がスタディをし､周波数が上がって自然の法則､｢本質｣に近づいていく｡
あらゆるスタディをしながらそれを通じて成長し､調和のとれた時空間が構成されていく方向に向かっているようです｡そのスタディの段階で物体を選択してスタディをするということが輪廻転生ということだそうです｡
第六章　地球文化の未来-時空間移動(テレポーテーション)を経て
地球上の人間の原子核の集合体(EXA PIECO)の8割は他の星から｡地球で育ったものを持ってスタディしているのは2割

星によって多様な文化を作っている原子核の集合体(EXA PIECO)の構成の仕方は違う｡常に調和のとれた方向にスタディするのが前提で人間､動物､植物､鉱物を選択している｡
人間が歪んだ振動波を出し続けていることが､そのレベルに到達していないあらゆる存在物の原子核の集合体(EXA PIECO)に影響を与えてしまっている｡肝要なのはわからないことを考えるのではなく､自然の法則にかなった調和のとれた意識に顕在意識を変換して本質と同調し､あるテーマをもって真剣に考えるということ｡深く｢意識｣をするという形をとって｢意志｣で発振をすると､情報が入ってくる｡
｢真の創造｣というのは未来の時空間から情報を得ることから始まる｡
輪廻転生を何度も繰り返し､地球という星を選んでのスタディが終わる…そのレベルまで来られるヘルツ数がある｡
周波数が高くてもそれに関係なく､地球上に肉体を持って役割をしている方も中にはある｡常に｢本質｣の選択の問題｡
新しい地球に生まれ変わる段階が近づいている｡
今地球が大きく変化している｡
地球が予定通りの周波数に変換する時期が迫ってきている｡地球の原子核の集合体(EXA PIECO)が安定すると､それは新しい地球に生まれ変わるという段階になる｡星としての役割の質が全く変わる｡星同士も常に他の星をサポートしている｡その星のレベルの周波数になる前の段階の星を常にサポートしている｡問題は地球の人間の｢意識｣がそういうことに気づき､｢顕在意識｣が｢本質｣に気づいてその､｢意識｣の変換を始めるかどうかということ｡
今度は地球が時空間移動(テレポーテーション)する｡
スプーン曲げのコツ⇒｢波動｣(ＧＩＭＡＮＥＨ)ギマネ波

クォーク⇒中性子､陽子､電子をクォークに戻す役割をしている｢波動｣の形態を｢ギネマ波｣という｡
人間の方の曲げようとしている｢意識｣が調和のとれた｢意識｣であるということに意味がある｡その役割さえあれば､スプーンの本体｢本質｣はそれを受け入れて曲がってくれる｡
今の地球の文化で自然界を理解しているのはほんの一部で､多くのものは未だ理解されていない｡それを少しでもわかってもらうためにそのような現象を起こす役割を持った方が存在している｡
宇宙からの情報では波動の形態は1065万種類もあるという｡
｢時間｣と｢空間｣を切り離さずに考えよう⇒近い将来､時計がなくなる｡クォークのエネルギーが｢時間｣と｢空間｣を構成していて､クォークは宇宙中どこにでも充満し､全てに行き渡っている｡宇宙はまさにクォークの海

地球の周りに何千億の原子核の集合体(EXA PIECO)がスタディをして存在している｡
地球が時空間移動する時に全てが全部一緒にいったんクォークに戻される｡
そして､その原子核の集合体(EXA PIECO)の周波数が高く､地球と同調できる状態であれば､地球が再生されたとき､一緒に再生される｡同調できない場合は自然のエネルギーとなる｡｢波動｣で同調できるか出来ないが常にキイになる｡自然の法則にかなう調和のとれた形でどんどん精妙な高い周波数に変換していれば必ず同調している｡その繰り返し｡
今私達ができること､それは地球が大きく生まれ変わって新しい調和のとれた文化になる時､役割ができるようにするために､私達が瞬間に｢決心｣すればよい｡
３万３千光年先で再生される｡再生されるか否かは｢本質｣がどこまでスタディをして､地球という原子核の集合体(EXA PIECO)の振動波と同調できる状態になっているかどうか｡｢意識｣の変換をし､顕在意識が自然の法則にかなった調和のとれた状態になれば､そして常に｢本質｣と同調すれば周波数はどんどん上がって行く｡さらに､情報として入ってきたものを現実に実行すれば原子核の集合体(EXA PIECO)の原子核の数が増えていく｡その繰り返し｡ますます周波数が上がる｡いつでも地球と同調し､時空間移動ができ､新しい　文化の中で役割ができるようになる｡最終的に究極の宇宙意識(と意志)といえる(ＥＨＫＯ)という原子核の集合体(EXA PIECO)のレベルに到達し､宇宙の時空間全体を総合的にコントロールする存在となり､その大きさは宇宙そのものであり､完全に宇宙と一体化し､成長はそこで終了する｡
第七章　宇宙の法則と波動
宇宙の時空間の本質は原子核の集合体(EXA PIECO)で､構造は８層｡
宇宙(時空間)とは､(ＥＨＫＯ)の原子核の集合体そのものであり､その中に全てが存在し､そのそれぞれの存在物(中性子､陽子､電子､原子核､原子､分子､細胞…)には､全てが(ＥＨＩＫＯ)になるまでスタディし続けている｡
現代のあらゆる情報を得ている方の95％以上は(ＧＩＮＯ)から情報を得ている｡
つまり情報の精度は､どの層の振動波と同調して得たかによって同じ問題でも答えや解決の仕方､対応の方法が異なってくる｡
本人が安定して調和の取れた高い周波数で同調し続けて､いかに自我の振動数を発振せず､願望や推理推測を入れないで受振できるかにかかっている｡
人間のボディの構造も８層｡
第八章　病気の本質
自分自身の顕在意識が中性子・陽子の歪んだ振動波を発振し続けていると自分のボディも細胞も全部干渉を受けてしまう｡あるいは同調してしまう｡
陽子が歪み出してからヘルペスや癌ウィルスやエイズウィルスなどが生まれた｡
常に調和のとれたエネルギーを全てに行き渡るように変換していく､これが自然の法則｡
本来宇宙の法則ではエネルギーは常に調和のとれた形で分かち合い､全てに行き渡るようになっている｡
病原菌を失くすためには正常な中性子の強力なエネルギーの振動波を歪んだ中性子に送ること｡そうすれば､波動の性質から言って､干渉して戻る｡
それぞれのレベルの正常な強いエネルギーの振動数を加えれば結果的に病気が消え､病原菌を殺す必要は全くない｡
薬というのは殺す､破壊する､という形で自然の法則に反しながら中性子や陽子や電子をさらに歪めている｡
約80％の半導体が出している振動波は脳の神経細胞を歪める振動波である｡
｢顕在意識｣が調和のとれた方向に意識変換して､調和のとれた実行をすることによって周波数がどんどん上がっていった場合には様子がガラッと変わる｡
顕在意識が自然の法則にかなった調和のとれた｢意識｣に変換し､｢本質｣と同調して､自然界に未来から入ってきた情報を素直に受け止め､それをきちんと実行すれば自然に中性子､陽子､電子が正常化していく｡ボディが調整されていく｡
結果､病原菌がなくなり病気はなくなる｡
⇒健康･長生き
気を変える｢決心｣⇒｢実行｣⇒何の修行もいらない｡
全ての現象は自分の発振した振動波と同調して起きる｡
どんなにいいことも悪いことも自分に責任がある｡
自分の周りで起きていることで､こんなことは私の知ったことではない､相手が悪いというふうに決められるものは何もない｡
調和のとれた振動波を出していれば調和のとれた現象しか起きない｡
自分より未熟な存在をサポートするようにスタディしよう｡宇宙の仕組みの何を学ぶか｡
病気は｢本質｣に気づくためのメッセージを送るためにわざわざ起きている｡意識の変換が起き､その病気(病原菌)を通してサポートしてくれている

原子核の集合体(EXA PIECO) に感謝すれば急速に変わる｡
第9章 これからの生き方について―質問に答えて
自然の法則にかなった調和のとれた意識変換をし､それを実行し出すと､もともと全ての人間が誰でも同じように持っている機構､機能が実際に使えるようにどんどん変わり出す｡それを超能力といえばそういう言葉になってしまうだけのことであって､誰もがみな自然に持ち合わせている｡常に人間の顕在意識が即決心をしてどんなことでも調和のとれた方向に実行していくことが基本｡
｢本当はこうだ｣と思うことがあった機会には常にそれを実行する｡その｢決心｣をしたらもうその瞬間から変わっている｡その後何かとんでもないすばらしいことが起きたとき､｢これは偶然だ｣と思わない｡｢必ず｣それは意味があって起きたこと｡波動でみるとすぐわかる｡
中性子と陽子とお話し､コミュニケーションできるようになる｡その時代が近づいている｡
地球が変換するということはそういう時代になること

変換状態が起きている｡
全ての存在物がそういう方向に向かっている｡
一時も早く意識変換して､即実行してください｡
たまたま５千年くらい前から今のこの状態の文化が続いてきている｡それをそのまま受け入れて続けるということであれば､今の文化は変わらない｡
恐らく自然の法則の中で地球がテレポーテーションをする時期に間に合わない状態で生まれ変わるということがおきてしまう｡
それをどういうふうに受け止めるか…

これが自然の法則にかなった調和のとれた方向で､今､必要なことだと｢決心｣するかどうか｡
｢決心｣をして行動をとっていただきたい｡
10年前より今ははるかに伝わるようになっている｡
皆さんがわかり始めています｡
感じ始めています｡
直観を得たら即実行すること｡
そして､その繰り返しです｡
人間のボディを選択している原子核の集合体(EXA PIECO)が地球と同調できるレベルに達していない場合､テレポーテーションした場合にクォークのエネルギーに戻されるという情報です｡
原子核の集合体(EXA PIECO)の質と構造が変換して戻り､人間から動物・植物・鉱物へと12回転球体断面から８回転球体断面､あるいは６回転球体断面に変化し､シフトした新しい地球という星にかなった調和のとれた動物や植物や鉱物を選択してスタディすることが可能なレベルの場合は､それを選ぶわけですが､それも不調和だった場合､ということです｡　　　　　　1995.11.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック　http://www.chitac.com/
　以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2011.4.22
死後体験の旅をしやすい道具をアメリカ人のロバート・モンローが開発してくれた｡そして､1995年になくなり､現在はご夫婦であちらとこちらの魂の世界の橋渡しに大活躍しているそうだ｡モーエンは今もとても大事な世界の探索を行なっているようだが4冊の本を書き上げるために､体験し､理解したことを言葉で表現するのに大変困ったようだ｡それをまた日本語に翻訳して日本人が読み理解するという作業必要だった｡そんなときに偶然読むことになった｢手塚治虫の悟り｣がこの後に続くブルース・モーエンの死後世界の探索レポートを大変読みやすくしてくれた｡モーエンは時間をかけて読み込んでみようと思っている｡その分､坂本さんの本は日本人には読みやすいのではないか｡
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